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は じ め に

この消防年報「ひたち消防」は、日立市消防本部の現勢及び令和 年中（ 月～

月）の本市消防業務に関する種々の事項を収録し、消防事情を広く一般に紹介する

とともに、消防行政に対する理解を深め防火防災意識の向上を図ることを目的とし

て編集したものです。

なお、この年報の掲載内容において、予算及び人事関係事項については、会計年

度とし、火災・救急・救助の統計資料は、暦年で表してあります。

令和 年 月

日立市消防出初式
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日立市のプロフィール

日立市の目指すべき将来の都市像

共創で新たな歴史を刻む 次世代型みらい都市 ひたち

～人づくり・まちづくり・そしてみんなの幸せづくり～

「共創で新たな歴史を刻む」は、人口減少・少子高齢化、新型コロナウイルス感染症の影響な

ど、様々な課題に直面する中にあっても、本市まちづくりの歴史的な気風である市民・企業・行

政が共に手を携え、「地域共創」の精神を更に前面に出し、持てる力を十分に発揮し合い、困難を

乗り越え、未来を切り拓いていくという強い意志を示しています。

また、将来への先行きが見えず、不確実性が高まる時代にあっても、逆境を更なる成長のチャ

ンスと捉え、本市が有する「ものづくり」の知恵や技術、地域の力など、「まちの資産」を最大限

にいかしながら、社会情勢の変化や新たなニーズに的確に対応し、新たなまちの価値を創造して

いくことで、力強く生き抜いていきます。そうすることにより、市民サービスや都市機能などが

格段に進歩した状態である次世代型の一歩進んだ「みらい都市」を築き、本市の新たな歴史の
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変 遷

明治の中頃、一寒村にすぎなかった本市に、明治 年（ 年）日立鉱山、続いて明治 年

年 に日立製作所が創業し、昭和 年（ 年）日立鉱山と日立製作所の発展により人口

が増加し、産業を始めとする土地利用が密接になり、多賀郡日立町と多賀郡助川村が合併し、日

立市が誕生し、国勢の推移とともに、全国有数の鉱工業都市として発展しました。

しかし、太平洋戦争末期、軍需産業の拠点の一つであった本市は、爆撃、艦砲射撃、焼夷弾攻

撃の相次ぐ戦災にみまわれ、全市街地の約 割が焦土と化し、壊滅的な打撃を受けましたが、戦

後いち早い復興を遂げ、昭和 年（ 年）に久慈郡と多賀郡の 市 町 か村が、翌年（

年）には多賀郡豊浦町が合併、また、“未来につなぐまちづくり”として平成 年 月 日「市

町村の合併の特例に関する法律」 合併特例法 の適用を受け、隣接する十王町と合併しました。

市の紋章・市のイメージマーク等・市の花・市の木・市の鳥・市のさかな

市の紋章（昭和 年 月 日制定）

「日立」の「日」の字は円で型取り、「立」を極めて巧妙な花に

図案化し、「日立」の 文字を完全に現している。

円は円満な発展を意味し、中央の立てる花は、華やかにして

殷賑
いんしん

を思わせている。全体を通じて華麗のうちに落ちついた力強

いものが迫ってくる。

市のイメージマーク・キャッチコピー（平成 年 月 日制定

日の立ち昇るところ領内一と言われた日の光の輝き、市の花さ

くらや太平洋に開けた豊かな大地に恵まれ、創造、触れあい、ゆ

とり、潤いに満ちて飛翔する市民の喜びをイメージしてデザイン

化した。

「日立」という名の由来 
日立という市の名称は、「水戸黄門」として人々に広く知られている、水戸藩 代藩主

徳川光圀公(義公)が当時の日立地方を訪れ「日の立ち昇るところ領内一」と称えたという

故事に由来すると言われています。 
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市の花 サクラ 昭和 年 月 日制定

枚の花びらは、ひたちの「ひ」の文字のデザ

インで互いに手をつなぎあい、市のサクラとして

たいせつに育て見守っていくことをイメージ化し

た。

市の木 ケヤキ 昭和 年 月 日制定

日立市民の暖かくしかも力強い腕の輪によっ

て、市の木を永遠に保存する意味をこめたもの。

また、日立の文字も抽象的にデザイン化されて

いる。

市の鳥 ウミウ 平成元年 月 日制定

大きな太陽を全身に受け輝いている「ウミウ」

をデザイン化したものである。

市のさかな さくらダコ 平成 年 月 日制定

大きくて元気な「さくらダコ」をイメージして

デザイン化したものである。
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◇ 位置及び範囲
令和 年 月 日現在

日 立 市 の 位 置 市 役 所 の 位 置

方位 経 度 距離 方位 緯 度 距離 所 在 地 経 緯 度

極東

極西

東経 ° ′ ″

東経 ° ′ ″

極南

極北

北緯 ° ′ ″

北緯 ° ′ ″
助川町

東経 ° ′ ″

北緯 ° ′ ″

面積 ㎡ 出典：日立市の統計

◇ 日立市の人口（常住人口）
令和 年 月 日現在 総人口 人

世帯数 世帯

◇ 常住人口と世帯数の推移

年 次 調 査 日 世 帯 数
人 口

備 考
総 数 男 女

明治 年

年

大正 年

年

年

昭和 年

年

昭和 年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

平成 年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

令和元年

年

年

年

年

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

月 日

第 回国勢調査

第 回国勢調査

第 回国勢調査

第 回国勢調査

昭和 年 月 日市制施行

（助川町、日立町合併して日立市となる）

第 回国勢調査

終戦

第 回国勢調査

第 回国勢調査

第 回国勢調査 昭和 年 月 日 市 町

か村合併、昭和 年 月 日豊浦町合併

第 回国勢調査

第 回国勢調査

第 回国勢調査

第 回国勢調査

第 回国勢調査

第 回国勢調査

第 回国勢調査

第 回国勢調査

第 回国勢調査

平成 年 月 日

合併特例法の適用を受け多賀郡十王町と合併

第 回国勢調査

第 回国勢調査

第 回国勢調査

第 回国勢調査
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日立市消防の一目統計

令和 年 月 日現在

消

防

機

構

消 防 予 算 署 所 職 員 数 団 員 数

 

億 万 千円

（令和 年度当初予算）

本 部

消防署

出張所

派出所

総 員 人

市民 人に 人

総 員 人

市民 人に 人

消

防

車

両

･

水

利

ポンプ車 ・救急車 特 殊 車 両 等 水 利

ポンプ車 台

救 急 車 台

はしご車 台 津波風水害車 台

化 学 車 台 水陸両用車 台

救助工作車 台

消 火 栓 か所

防火水槽 か所

火

災

・

救

急

・

救

助

火 災 件 数 救 急 件 数 救 助 件 数

件（約 日に 件） ［主な件数］

たばこ 件

放火（疑い含む） 件

電気関係 件

件 日に約 件［主な件数］

急病 件

一般負傷 件

交通事故 件

件（約 日に 件）［主な件数］

建築物等による事故 件

交通事故 件

火災 件

予

防

査 察 対 象 物 立 入 検 査 防火対象物定期点検報告制度

査察対象事業所数

件

危険物施設数

件

査察対象物立入検査実施数

件

危険物施設立入検査実施数

件

定期点検報告該当対象物数

件

特例認定対象物数

件

令和 年 月 日現在

令和 年

令和 年
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日立市消防のあゆみ

年 次 で き ご と

明治の末期 日立･高鈴両村に腕用ポンプを持った消防組を設置する

大正の初期 日立･高鈴両村の村長を組頭として、公設消防組となる

大正 年 両村に町制が施行され、日立町、助川町とも消防組と改組する

年

昭和

月 警防団令公布、警防団と改称する

両町が合併して市制を施行。警防団を 分団、 人に編成する

昭和 勅令第 号により、消防団と改称する

昭和 消防組織法により団条例を改正、編成を 分団、 人とする

昭和 職員 人、消防車両 台をもって、消防本部･消防署が発足する

昭和 職員 人増、総員 人 消防車両 台となる

昭和
職員 人増、総員 人 救急業務を開始する

独身待機宿舎を新築する

昭和
市 町 村合併、消防団 分団、 人となる

職員 人増、総員 人

昭和

職員 人増、総員 人 多賀出張所を開庁する

中短波無線装置を導入する（基地局 、移動局 ）

消防団、結団式により、消防団を 団 分団、 人に編成する

豊浦町の合併により、消防団を 分団、 人に編成する

職員 人増、総員 人 多賀出張所にて救急業務を開始する

昭和 職員 人増、総員 人 久慈出張所を開庁する

昭和 職員 人増、総員 人 加性出張所を開庁する

昭和
職員 人増、総員 人 本部の機構改革を行い、総務、消防の 課 係となる

消防本部庁舎建設

昭和 職員 人増、総員 人 ｍ級はしご車を配置

昭和 日立市消防歌制定

昭和
職員 人増、総員 人 化学消防ポンプ自動車を配置

日本損害保険協会より消防ポンプ自動車の寄贈を受け、日立消防署加性出張所に配置

昭和
日立独身用待機宿舎を新築する

多賀出張所庁舎を移転新築し業務を開始する

昭和

久慈出張所庁舎を移転新築し業務を開始する

職員 人増、総員 人

中短波無線装置を超短波無線装置に切替える（基地局 、移動局 ）

昭和 職員 人増、総員 人

昭和 職員 人増、総員 人

昭和

加性出張所の庁舎、多賀世帯用待機宿舎を新築する

職員 人増（うち女子職員 人）、総員 人

消防艇「ひたち」を建造する

昭和

日立港に臨港出張所を開庁する

消防団を統合整備し、 分団、 人に編成する

職員 人増（うち女子職員 人）、総員 人

特別救助隊が発足

昭和
消防団を統合整備し、 分団、 人に編成する

世帯用待機宿舎（一部独身用）を新築する（多賀第 棟）
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昭和

職員 人増（うち女子職員 人）、総員 人

職員 人増（調理職員）、総員 人

ｍ級屈折梯子付消防自動車を配置

昭和

職員 人増、総員 人

本部、消防署の機構改革を行い、本部に査察広報課を新設、総務、警防、予防の 課、多賀

出張所、臨港出張所をそれぞれ署に昇格し日立と併せて 署 出張所となる

臨港消防署の庁舎を移転新築し業務を開始する

昭和

職員 人増、総員 人

警防課に通信指令室を新設

職員 人増、総員 人

週休 週 休制を採用

日立消防署北部出張所を開庁、 署 出張所となる

久慈世帯用待機宿舎（一部独身用）を新築する

昭和 日本損害保険協会から救急車の寄贈を受け、日立消防署北部出張所に配置

昭和
日本損害保険協会から化学消防ポンプ自動車の寄贈を受け、臨港消防署に配置

北部出張所庁舎を移転新築し業務を開始する

昭和

広報車 台更新、 台購入

本部指揮車を配置

定数条例改正により定数 人になる

昭和

本部組織改正、通信指令室を課に昇格し指令室を新設、査察広報課を指導課、予防課を保安

課と改称し 課 室となる

職員 人増、総員 人

救助艇を臨港消防署に配置

消防ポンプ自動車 台配置

昭和

多賀消防署大沼出張所を開庁、 署 出張所となる

大沼出張所開庁に伴い、日立市消防本部の組織を一部改正し、出張所を消防所に改称する

職員 人増、総員 人

多賀消防署に ｍ級梯子付消防自動車を配置

昭和

本部庁舎増築し、 階建となる

職員 人増、総員 人

日立市婦人防火クラブ発足

消防署の機構改革を行い、日立消防署北部消防所を署に昇格、日立消防署西部機関員派出所

を開庁、 署 所 派出所となる

多賀消防署大沼消防所に救急車を配置

昭和

職員 人増、総員 人

北部消防署の指揮車を更新

広報車を日立消防署、臨港消防署に配置

消防ポンプ自動車を多賀消防署に配置

化学消防ポンプ自動車を日立消防署に配置

昭和

総務課に広報車を配置

本部の機構改革を行い教養課を新設、総務、警防、予防、消防、指令室の 課 室となる

多賀、臨港、北部、各消防署に査察広報車を配置

日立、北部各消防署に消防ポンプ自動車を配置

昭和

日立消防署に救助工作車を配置

日本損害保険協会から救急車の寄贈を受け、日立消防署に配置

本部庁舎の車庫増築
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昭和

本部の機構改革を行い、消防課を廃止 課 室となる

消防署の組織を一部改正し、消防所を出張所に改称する

（財）日本防火協会から防火広報車の寄贈を受け、予防課に配置

昭和
常磐自動車道の開通に伴い、臨港消防署久慈出張所に救急車を配置

常磐自動車道トンネル用携帯無線機 台を購入、指令室、各署所に配置

昭和 防火衣をアルミックス･ に更新

昭和

臨港消防署の消防ポンプ自動車、救急車を更新

本部の機構改革を行い、教養課を廃止、 課 室 係とする

週 休の試行、週休 週 休を採用

日立消防署西部機関員派出所に無線基地局を開局

多賀消防署大沼出張所の救急車を更新

昭和 日立消防署の消防ポンプ自動車を更新

平成元

北部消防署の救急車を更新

消防緊急情報システム導入

多賀消防署大沼出張所の消防ポンプ自動車を更新

土曜閉庁の実施

多賀消防署の消防ポンプ自動車を更新

平成 日立消防署加性出張所の消防ポンプ自動車を更新

平成

臨港消防署の消防艇「ひたち」を更新

日立消防寮を閉寮する

多賀消防署の消防ポンプ自動車を更新

平成

臨港消防署の化学消防ポンプ自動車を更新

日立消防署の消防ポンプ自動車及び日立消防署西部機関員派出所の救急車を更新

多賀消防署の救急車を更新

平成

日立市防災協会から防火広報車の寄贈を受け、予防課に配置

定数条例改正により定数 人となる

職員 人増、総員 人

救急救命士第 号誕生

本部庁舎増築

平成

日立消防署の救急車を高規格救急自動車に更新

日立消防署に ｍ級梯子付消防自動車 台購入

北部消防署に消防ポンプ自動車を配置（増強）

職員 人増、総員 人

週休 週 休を採用

平成

臨港消防署久慈出張所、北部消防署の消防ポンプ自動車を更新

多賀消防署の救急車を高規格救急自動車に更新

北部消防署田沢出張所を開庁、 署 出張所 派出所となる

職員 人増、総員 人

本部の査察車を更新

緊急消防援助隊の救助部隊として登録

臨港消防署の救助艇を更新

日立消防署訓練場を東滑川町に移転

平成
日立消防署の屈折梯子付消防自動車を更新

本部の広報車を更新

平成 臨港消防署の救急車を高規格救急自動車に更新
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昭和

本部の機構改革を行い、消防課を廃止 課 室となる

消防署の組織を一部改正し、消防所を出張所に改称する

（財）日本防火協会から防火広報車の寄贈を受け、予防課に配置

昭和
常磐自動車道の開通に伴い、臨港消防署久慈出張所に救急車を配置

常磐自動車道トンネル用携帯無線機 台を購入、指令室、各署所に配置

昭和 防火衣をアルミックス･ に更新

昭和

臨港消防署の消防ポンプ自動車、救急車を更新

本部の機構改革を行い、教養課を廃止、 課 室 係とする

週 休の試行、週休 週 休を採用

日立消防署西部機関員派出所に無線基地局を開局

多賀消防署大沼出張所の救急車を更新

昭和 日立消防署の消防ポンプ自動車を更新

平成元

北部消防署の救急車を更新

消防緊急情報システム導入

多賀消防署大沼出張所の消防ポンプ自動車を更新

土曜閉庁の実施

多賀消防署の消防ポンプ自動車を更新

平成 日立消防署加性出張所の消防ポンプ自動車を更新

平成

臨港消防署の消防艇「ひたち」を更新

日立消防寮を閉寮する

多賀消防署の消防ポンプ自動車を更新

平成

臨港消防署の化学消防ポンプ自動車を更新

日立消防署の消防ポンプ自動車及び日立消防署西部機関員派出所の救急車を更新

多賀消防署の救急車を更新

平成

日立市防災協会から防火広報車の寄贈を受け、予防課に配置

定数条例改正により定数 人となる

職員 人増、総員 人

救急救命士第 号誕生

本部庁舎増築

平成

日立消防署の救急車を高規格救急自動車に更新

日立消防署に ｍ級梯子付消防自動車 台購入

北部消防署に消防ポンプ自動車を配置（増強）

職員 人増、総員 人

週休 週 休を採用

平成

臨港消防署久慈出張所、北部消防署の消防ポンプ自動車を更新

多賀消防署の救急車を高規格救急自動車に更新

北部消防署田沢出張所を開庁、 署 出張所 派出所となる

職員 人増、総員 人

本部の査察車を更新

緊急消防援助隊の救助部隊として登録

臨港消防署の救助艇を更新

日立消防署訓練場を東滑川町に移転

平成
日立消防署の屈折梯子付消防自動車を更新

本部の広報車を更新

平成 臨港消防署の救急車を高規格救急自動車に更新
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平成

日立消防署に救助工作車Ⅲ型を配置

司令車を更新

予防課の危険物広報車を更新

平成

多賀消防署の梯子付消防自動車（ ｍ級）を更新

国際貢献としてミャンマーへはしご車、小型ポンプ付積載車を寄贈

行財政改革を実施、総員 人

北部消防署の救急車を高規格救急自動車に更新

平成

臨港消防署の消防ポンプ自動車を更新

（財）日本消防協会から消防団本部車の寄贈を受け、警防課に配置

行財政改革を実施、総員 人

日立消防署の査察広報車を更新

予防課の査察車を更新

日立消防署の指揮車を更新

日立消防署の消防ポンプ自動車を更新

日立消防署の化学消防ポンプ自動車を更新

日立、多賀各消防署に情報収集二輪車を配置

平成

本部の機構改革を行い指令室を廃止、 課 係とする

行財政改革を実施、総員 人

日立市消防本部発足 周年を迎える

臨港消防署久慈出張所の救急車を高規格救急自動車に更新

多賀消防署大沼出張所の消防ポンプ自動車を更新

平成

日立消防水難救助隊発足（隊員 人）

消防緊急情報システム更新

総員 人

予防課市民広報係を調査広報係に改称する

本部会議室改装工事

市とのイントラ接続となる（本部）

パソコン 台を配置

多賀消防署の消防ポンプ自動車を更新

臨港消防署の指揮車及び査察広報車を更新

臨港消防署の資機材搬送車を更新

平成

総員 人

日立市防災協会から査察広報車の寄贈を受け、予防課に配置

茨城県・日立市総合防災訓練実施（久慈川河口河川敷）

平成

日立消防署加性出張所の消防ポンプ自動車を更新

多賀消防署大沼出張所の救急車を高規格救急自動車に更新

総員 人

日立駅前耐震性貯水槽設置（ ｔ）

西部機関員派出所の救急車を高規格救急自動車に更新

平成

ワークステーションを活用したドクターカーとの連携実施

日立消防署に情報収集二輪車（赤バイ）を 台配置

日立消防署の消防ポンプ自動車（水槽付）を更新

臨港消防署に水難救助車を配置

国際貢献としてミャンマーへ消防ポンプ自動車（ 年製）を寄贈

総員 人

日立市と十王町との合併により、日立市消防団結団式が挙行される
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平成
日立市消防団に 個分団が加わり 分団、条例定数 人となる

日立消防署の高規格救急自動車を更新

平成

日立消防署西部機関員派出所庁舎を移転（第 分団と合築）

多賀消防署の消防ポンプ自動車を多機能型消防ポンプ車（水槽付）に更新

総員 人

北部消防署田沢出張所の救急車を高規格救急自動車に更新

日立市婦人防火クラブを日立市女性防火クラブに改称する

平成

日立消防署の梯子付消防自動車をオーバーホール

総員 人

日立市消防拠点施設新設工事着工

平成

国際貢献としてタンザニアへ救急車（ 年製）を寄贈

総員 人

日立市消防団十王支団を廃止し、日立市消防団に統一する

隣接市消防職員相互実務派遣研修として、相互間各 人派遣及び受け入れる

（高萩市・日立市事務組合消防本部、常陸太田市消防本部 期間： 年間）

日立市消防拠点施設しゅん工

平成

日立消防署加性出張所閉庁・日立市消防本部日立消防署新庁舎で業務開始

日立市消防拠点施設開庁記念式典

多賀消防署の高規格救急自動車を更新

高萩市・日立市事務組合消防本部が解散し、十王消防署を日立市消防本部に編入する

総員 人（定数 人）北部消防署十王出張所開所、 署 出張所１派出所となる

隣接市消防職員相互実務派遣研修として、相互間各 人派遣及び受け入れる

（高萩市消防本部、常陸太田市消防本部 期間： 年間）

（財）日本宝くじ協会から消火・通報訓練指導車の寄贈を受け、予防課に配置

市民生活安全フェスティバルを日立市消防拠点施設及び防災広場にて開催する

平成

携帯電話・ 電話等からの 番緊急通報に係る位置情報システム運用開始

旧日立消防署加性出張所庁舎の解体撤去

（財）日本消防協会から防災活動車の寄贈を受け、総務課に配置

臨港消防署の高規格救急自動車を更新

日立市消防本部・消防署旧庁舎の解体撤去

日立消防署の屈折梯子付消防自動車をオーバーホール

総員 人

第 回茨城県幼年少年婦人防火大会を日立シビックセンターにて開催する

多賀消防署の梯子付消防自動車をオーバーホール

平成

日立市消防団第 分団詰所の移設建替

総員 人

北部消防署の高規格救急自動車を更新

日立市消防本部発足 周年を迎える

平成

日立市消防団第 分団詰所新築建替

総員 人

東日本大震災により大破した救助艇を廃船

臨港消防署久慈出張所の査察広報車を更新

多賀消防署の指揮車を更新

臨港消防署久慈出張所の高規格救急自動車を更新

平成
東日本大震災により被災した臨港消防署久慈出張所の望楼を撤去

日立消防署の救助工作車Ⅲ型を更新
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平成
日立市消防団に 個分団が加わり 分団、条例定数 人となる

日立消防署の高規格救急自動車を更新

平成

日立消防署西部機関員派出所庁舎を移転（第 分団と合築）

多賀消防署の消防ポンプ自動車を多機能型消防ポンプ車（水槽付）に更新

総員 人

北部消防署田沢出張所の救急車を高規格救急自動車に更新

日立市婦人防火クラブを日立市女性防火クラブに改称する

平成

日立消防署の梯子付消防自動車をオーバーホール

総員 人

日立市消防拠点施設新設工事着工

平成

国際貢献としてタンザニアへ救急車（ 年製）を寄贈

総員 人

日立市消防団十王支団を廃止し、日立市消防団に統一する

隣接市消防職員相互実務派遣研修として、相互間各 人派遣及び受け入れる

（高萩市・日立市事務組合消防本部、常陸太田市消防本部 期間： 年間）

日立市消防拠点施設しゅん工

平成

日立消防署加性出張所閉庁・日立市消防本部日立消防署新庁舎で業務開始

日立市消防拠点施設開庁記念式典

多賀消防署の高規格救急自動車を更新

高萩市・日立市事務組合消防本部が解散し、十王消防署を日立市消防本部に編入する

総員 人（定数 人）北部消防署十王出張所開所、 署 出張所１派出所となる

隣接市消防職員相互実務派遣研修として、相互間各 人派遣及び受け入れる

（高萩市消防本部、常陸太田市消防本部 期間： 年間）

（財）日本宝くじ協会から消火・通報訓練指導車の寄贈を受け、予防課に配置

市民生活安全フェスティバルを日立市消防拠点施設及び防災広場にて開催する

平成

携帯電話・ 電話等からの 番緊急通報に係る位置情報システム運用開始

旧日立消防署加性出張所庁舎の解体撤去

（財）日本消防協会から防災活動車の寄贈を受け、総務課に配置

臨港消防署の高規格救急自動車を更新

日立市消防本部・消防署旧庁舎の解体撤去

日立消防署の屈折梯子付消防自動車をオーバーホール

総員 人

第 回茨城県幼年少年婦人防火大会を日立シビックセンターにて開催する

多賀消防署の梯子付消防自動車をオーバーホール

平成

日立市消防団第 分団詰所の移設建替

総員 人

北部消防署の高規格救急自動車を更新

日立市消防本部発足 周年を迎える

平成

日立市消防団第 分団詰所新築建替

総員 人

東日本大震災により大破した救助艇を廃船

臨港消防署久慈出張所の査察広報車を更新

多賀消防署の指揮車を更新

臨港消防署久慈出張所の高規格救急自動車を更新

平成
東日本大震災により被災した臨港消防署久慈出張所の望楼を撤去

日立消防署の救助工作車Ⅲ型を更新
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平成

総員 人

高度救助隊発足（隊員 人）

トヨタカローラ新茨城㈱から査察指導車の寄贈を受け、予防課に配置

日立市防災協会設立 周年式典開催

災害対応型自家給油取扱所運用開始

茨城県・日立市総合防災訓練実施（日立港都市再開発用地敷外）

臨港消防署久慈出張所の消防ポンプ自動車を更新

北部消防署十王出張所の高規格救急自動車を更新

平成

臨港消防署の消防艇「ひたち」を解役

多賀消防署の一部解体、望楼を撤去

総員 人

消防緊急情報システム更新（消防救急無線をアナログ方式からデジタル方式に切替え）

日立市防災協会から査察広報車の寄贈を受け、多賀消防署に配置

臨港消防署の救助艇「日立」を更新

多賀消防署大沼出張所の高規格救急自動車を更新

平成

日立消防署西部機関員派出所の高規格救急自動車を更新

総員 人

時間ドクターカー運用開始

臨港消防署の化学消防ポンプ自動車を更新

総務省消防庁無償使用津波・大規模風水害対策車運用開始

日立消防署の梯子付消防自動車を更新

日立消防署の高規格救急自動車を更新

平成

総員 人

国際貢献としてタイへ消防ポンプ自動車、小型ポンプ付積載車を寄贈

国際貢献としてフィリピンへはしご車、化学車、救急車、消防ポンプ自動車を寄贈

平成

日立消防署田沢出張所の消防ポンプ自動車を更新

日立市消防団第 分団詰所建替

総員 人

高萩市・北茨城市と連携・協働しラピッド方式ドクターカー運用開始

女性消防団員の活動開始

多賀消防署庁舎を移設建替

日立市消防拠点施設の訓練場を拡張整備（ ㎡→ ㎡）

多賀消防署新庁舎開庁

日立消防署田沢出張所の高規格救急自動車を更新

多賀消防署の消防ポンプ自動車を更新

平成

国際貢献としてパキスタンへ救急車を寄贈

旧多賀消防署庁舎解体撤去

総員 人

国内貢献として岩手県陸前高田市へ小型ポンプ付積載車を寄贈

国際貢献としてフィリピンへ消防ポンプ自動車を寄贈

日立消防署の消防ポンプ自動車を更新

平成

指揮隊車を配置

総員 人

国際貢献としてパキスタンへ消防ポンプ自動車 台を寄贈

多賀消防署の高規格救急自動車を更新

多賀消防署大沼出張所の消防ポンプ自動車を更新
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12 
 

平成
臨港消防署の水難救助車を更新

総員 人

令和元

臨港消防署の高規格救急自動車を更新

緊急通報システム運用開始

電話通訳センターを介した 者間同時通訳による 番多言語対応を開始

令和

警防課の団本部車を更新

北部消防署の指揮車を更新

臨港消防署、臨港消防署久慈出張所、多賀消防署大沼出張所閉庁

南部消防署しゅん工

総員 人

南部消防署新庁舎開庁

ラピッド方式ドクターカー運営協議会に常陸太田市が加入

日立市消防本部発足 周年を迎える 
日立市消防団第 分団詰所を移設建替 
北部消防署の高規格救急自動車を更新 

令和

予防課の危険物広報車を更新 
旧臨港消防署庁舎解体撤去

南部消防署拡張用地整備工事完了

総員 人

市民から救急指導車の寄贈を受け警防課へ配置

南部消防署の高規格救急自動車を更新

日立消防署の司令車を更新

消防総務課の広報車を更新

令和

消防総務課の搬送車を更新

日立市消防拠点施設の音響設備を更新

総員 人

北部消防署十王出張所の高規格救急自動車を更新

日立市消防団第 分団詰所を移設建替

令和

防災協会から防災号の寄贈を受け、予防課に配置

総員 人

市内コンビニエンスストアへＡＥＤを設置（ 店舗と協力締結）

多賀消防署の高規格救急自動車を更新

令和

旧多賀消防署大沼出張所を解体

消防拠点施設外６署所に「 」を整備

多賀消防署の多機能型消防ポンプ自動車（救助車）を更新

総員 人

定年引上げ制度開始

番映像通報システム運用開始

消防緊急情報システム更新
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12 
 

平成
臨港消防署の水難救助車を更新

総員 人

令和元

臨港消防署の高規格救急自動車を更新

緊急通報システム運用開始

電話通訳センターを介した 者間同時通訳による 番多言語対応を開始

令和

警防課の団本部車を更新

北部消防署の指揮車を更新

臨港消防署、臨港消防署久慈出張所、多賀消防署大沼出張所閉庁

南部消防署しゅん工

総員 人

南部消防署新庁舎開庁

ラピッド方式ドクターカー運営協議会に常陸太田市が加入

日立市消防本部発足 周年を迎える 
日立市消防団第 分団詰所を移設建替 
北部消防署の高規格救急自動車を更新 

令和

予防課の危険物広報車を更新 
旧臨港消防署庁舎解体撤去

南部消防署拡張用地整備工事完了

総員 人

市民から救急指導車の寄贈を受け警防課へ配置

南部消防署の高規格救急自動車を更新

日立消防署の司令車を更新

消防総務課の広報車を更新

令和

消防総務課の搬送車を更新

日立市消防拠点施設の音響設備を更新

総員 人

北部消防署十王出張所の高規格救急自動車を更新

日立市消防団第 分団詰所を移設建替

令和

防災協会から防災号の寄贈を受け、予防課に配置

総員 人

市内コンビニエンスストアへＡＥＤを設置（ 店舗と協力締結）

多賀消防署の高規格救急自動車を更新

令和

旧多賀消防署大沼出張所を解体

消防拠点施設外６署所に「 」を整備

多賀消防署の多機能型消防ポンプ自動車（救助車）を更新

総員 人

定年引上げ制度開始

番映像通報システム運用開始

消防緊急情報システム更新

13 
 

令和 年の主要行事

月 日 行 事 内 容

日 日立市消防出初式（日立市消防拠点施設防災広場） 

木 第 68回文化財防火デー（市内文化財） 

日 林野火災消防演習（株式会社日立製作所 日立研究所） 

水 ～ 火 春季全国火災予防運動（市内一円） 

火 ・ 水 消防活動想定訓練（各消防署） 

土 ～ 日 行楽期における林野火災予防パトロール（市内林道） 

金） 第 51回全国消防救助技術大会（障害突破の部、はしご登はんの部）出場 

水 ・ 木 救急活動想定訓練（日立市消防拠点施設） 

木 ～ 水 秋季全国火災予防運動（市内一円） 

火 ～ 水 令和 5年度緊急消防援助隊関東ブロック合同訓練（山梨県） 

土） 大規模災害事故対策訓練（南部消防署） 

火） 大型店舗年末特別査察（ヒタチエ） 

土 ・ 日 年末特別巡ら警戒（市内一円） 

日立駅
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第１章

日立市消防の概要

日立市消防本部・日立消防署 多賀消防署

南部消防署 北部消防署
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１

ああ【日立市消防の組織】

１ 日立市消防本部機構図

17 

田沢出張所 

西部機関員派出所  

計 画

予 防

警 防

救 急 救 助  

南部消防署 

計 画

予 防

警 防

救 急 救 助  

多賀消防署 

計 画

予 防

警 防

救 急 救 助  

十王出張所 

消防次長 

査察指導係

危 険 物 係

調査広報係

 

消 防 係

救急救助係

指令係（甲・乙）

 

庶 務 係

人事教養係

財 務 係

 

総 務 課  

予 防 課 

警 防 課 

消防長 消 防 本 部  

市長 

消防団 消防団長 第 分団

長 
第 分団

長 

計 画

予 防

警 防

救 急 救 助  

北部消防署 

計 画

予 防

警 防

救 急 救 助  

日立消防署 

消防副団長 
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２ 消防機関の配置図 

西部機関員派出所

18 
 

      
多賀消防署

日立市消防本部

日立消防署      

田沢出張所

      

北部消防署

十王出張所

      
南部消防署

令和 年 月 日現在 
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２ 消防機関の配置図 

西部機関員派出所

18 
 

      
多賀消防署

日立市消防本部

日立消防署      

田沢出張所

      

北部消防署

十王出張所

      
南部消防署

令和 年 月 日現在 ３ 消防施設の現況

◇ 消防庁舎 令和 年 月 日現在

名 称 所 在 地 構 造
面積（㎡）

建築年月
敷地面積 建築面積 延べ面積

消 防 本 部

日立消防署
神峰町

庁

舎

棟

ＲＣ造 免震構造）

地下 階

地上 階建

車

庫

棟

ＲＣ一部Ｓ造

地下 階

地上 階建

訓

練

Ａ

塔

ＲＣ一部Ｓ造

地下 階

地上 階建

訓

練

Ｂ

塔

ＲＣ造

地上 階建

給

油

所

Ｓ造

地上 階建

日立消防署

田沢出張所
滑川本町

ＲＣ一部Ｓ造

地上 階建

日立消防署

西部機関員派出所
東河内町

ＲＣ造

地上 階建 改築

多賀消防署 末広町
ＲＣ造

地上 階建

南部消防署 大みか町

庁

舎

棟

ＲＣ造

地上３階建

給

油

所

Ｓ造

地上１階建

北部消防署 日高町
ＲＣ造

地上 階建

北部消防署

十王出張所
十王町友部

ＲＣ造

地上 階建 増築

19 
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４ 事務分掌

総務課

渉外に関すること。

公印の管守に関すること。

文書に関すること。

儀式及び会議に関すること。

消防施設の建設計画及び維持管理に関すること。

事務事業の進行管理に関すること。

消防組織の企画及び事務分掌に関すること。

条例、規則等の制定、改廃の手続に関すること。

職員の任免、配置、服務、分限、懲戒、表彰及び勤務条件に関すること。

職員の昇任、昇格、昇給及び給与に関すること。

職員の研修計画及び実施に関すること。

職員等の公務災害補償に関すること。

職員の健康管理及び福利厚生に関すること。

予算及び経理に関すること。

給、貸与品及び物品の出納保管に関すること。

公文書の公開に関すること。

個人情報の保護に関すること。

消防職員委員会に関すること。

その他、他の課に属さないこと。

警防課

防災計画に関すること。

核燃料物質及び放射性同位元素の貯蔵取扱の届出に関すること。

消防水利の管理及び設置計画に関すること。

都市計画等の消防施設の設置に関すること。

特別救助隊に関すること。

消防機器の整備計画に関すること。

機関員の技術指導に関すること。

自動車損害賠償責任保険に関すること。

消防団に関すること。

救急隊員の技術指導に関すること。

救急統計に関すること。

救急医療に関する関係機関との連絡調整に関すること。

救急装備品の整備に関すること。

応急手当の普及啓発に関すること。

警防隊員の技術指導に関すること。

救急隊員の技術管理に関すること。

メディカルコントロールに関すること。

緊急消防援助隊に関すること。

救助装備品の整備に関すること。

出場指令及び消防活動に関すること。

消防車両の運用に関すること。

20 
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警防情報、火災警報等に関すること。

消防隊及び救急隊の通信統制に関すること。

消防通信施設の管理及び技術指導に関すること。

消防隊及び救急隊の記録に関すること。

救急時における医療機関等との連絡に関すること。

消防及び救急の相互応援に関すること。

消防計画及び演習計画に関すること。

防災行政無線の管理及び運用に関すること。

災害時における関係機関の連絡に関すること。

予防課

建築確認等の同意に関すること。

消防用設備等の設置、指導及び検査に関すること。

防火基準適合表示に関すること。

防炎規制に関すること。

防火安全に関する証明等に関すること。

火災予防条例の届出に関すること。

屋外における火災予防措置に関すること。

防火管理講習の計画に関すること。

査察計画の樹立に関すること。

査察技術指導に関すること。

立入検査及び違反処理に関すること。

風俗営業許可に対する関係機関連絡協議会に関すること。

危険物製造所等の許可及び検査に関すること。

予防事務の統計に関すること。

消防広報及び広報印刷物に関すること。

火災予防運動に関すること。

市民相談及び市民の意識調査に関すること。

火災調査に関すること。

自主防災組織の指導に関すること。

幼少年女性防火委員会に関すること。

駅前街頭広報 市民生活安全フェスティバル
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消防署

署員の配置及び研修に関すること。

公印の管守に関すること。

庁舎及び附属施設の管理に関すること。

庶務に関すること。

水火災等の消防活動に関すること。

救急、救助に関すること。

特別警戒に関すること。

火災予防条例に関すること。

消防団員の訓練指導に関すること。

自衛消防隊等の訓練指導に関すること。

消防機器及び消防装備の管理運用に関すること。

消防水利の調査、保全に関すること。

通信機器の保守運用に関すること。

受付勤務、通信勤務及び指令勤務に関すること。

防火基準適合表示に関すること。

防火対象物の査察に関すること。

防火管理者の選 解 任の届出に関すること。

水火災等の予防に関すること。

火災原因及び損害の調査に関すること。

消防計画の届出及び作成指導に関すること。

屋外における火災予防措置に関すること。

自主防災組織の訓練指導に関すること。

自主防災組織に係る資機材等の管理に関すること。

応急手当の指導に関すること。

幼少年女性防火委員会の訓練指導に関すること。

その他消防事務に関すること。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

自衛消防訓練指導 職員研修

「消防職員のコミュニケーションについて」
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５ 常備消防力の基準と日立市の現況 
 
消防力の整備指針（平成 年消防庁告示第 号）の規定に基づき、人口密度・建築物の構造・気象

条件等により示された、消防力の整備水準と本市の現有消防力の比較を示したものです。

令和 年 月１日現在

区 分 基準消防力 現有消防力 基準との比較

署 所

消

防

機

械

消防ポンプ自動車

はしご自動車 △

化学消防車

救急自動車

救助工作車 △

人 員 消防職員 △

（△は減） 

６ 消防予算 
（単位：千円） 

種 別

区 分

令 和 年 度

当 初 予 算 額

令 和 年 度

当 初 予 算 額

一 般 会 計 予 算

消 防 予 算

内 訳

常 備

非 常 備

施 設

一般会計予算に占める消防予算の割合 ％ ％

 

23 



24

  

◇ 本市予算と消防予算の増減率比較

令和 年度を とした場合

 

70

80

90

100

110

120

130

令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年

市一般会計予算 消防予算
（％）

（年度）

（単位 千円）

（当初予算ベース）

増
減
率

 

◇ 市民 人当たり及び 世帯当たりの予算額（当初予算）

（単位：円）

区 分

年 度

市 民 人 当 た り 世 帯 当 た り

一般会計予算 消 防 予 算 一般会計予算 消 防 予 算

令和 年度

令和 年度

令和 年度

令和 年度

令和 年度

備考：人口及び世帯数は、各年 月 日現在の常住人口と世帯数です。

常住人口 人 世帯数 世帯

◇ 消防職員 人当たりの人口、世帯数

令和 年 月 日現在

 
 
 
 

 

消防職員１人当たり

人 口 世 帯

人 世帯
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◇ 本市予算と消防予算の増減率比較

令和 年度を とした場合

 

70

80

90

100

110

120

130

令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年

市一般会計予算 消防予算
（％）

（年度）

（単位 千円）

（当初予算ベース）

増
減
率

 

◇ 市民 人当たり及び 世帯当たりの予算額（当初予算）

（単位：円）

区 分

年 度

市 民 人 当 た り 世 帯 当 た り

一般会計予算 消 防 予 算 一般会計予算 消 防 予 算

令和 年度

令和 年度

令和 年度

令和 年度

令和 年度

備考：人口及び世帯数は、各年 月 日現在の常住人口と世帯数です。

常住人口 人 世帯数 世帯

◇ 消防職員 人当たりの人口、世帯数

令和 年 月 日現在

 
 
 
 

 

消防職員１人当たり

人 口 世 帯

人 世帯

 

 

  

 
７ 消防職員配置状況 

令和 年 月 日現在（人）

階級

本部・署別
合 計

消 防

正 監
消防監

消 防

司令長

消 防

司 令

消 防

司令補

消 防

士 長

消 防

副士長
消防士

合 計

消

防

本

部

消 防 長

次 長

総 務 課

警 防 課

予 防 課

小 計

消

防

署

日 立 消 防 署

田 沢 出 張 所

西 部 機 関 員

派 出 所

多 賀 消 防 署

南 部 消 防 署

北 部 消 防 署

十 王 出 張 所

小 計

備考 総務課 消防司令補 人中「市長部局併任 人」「茨城県立消防学校派遣 人」「茨城県防災・危機管理部消防安全

課派遣 人」、消防士 人は「茨城県立消防学校第 期初任科入校」
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８ 消防職員階級別勤務年数 

令和 年 月 日現在（人）

階級

年数

消 防

正 監
消防監

消 防

司令長

消 防

司 令

消 防

司令補

消 防

士 長

消 防

副士長
消防士 合 計

～

～

～

～

～

～

～

～

～

合 計

平均年数

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

年未満

消防職員勤務年数構成表
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(年数) 

人

  

 
８ 消防職員階級別勤務年数 

令和 年 月 日現在（人）

階級

年数

消 防

正 監
消防監

消 防

司令長

消 防

司 令

消 防

司令補

消 防

士 長

消 防

副士長
消防士 合 計

～

～

～

～

～

～

～

～

～

合 計

平均年数

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

年未満

消防職員勤務年数構成表
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(年数) 

人
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８ 消防職員階級別勤務年数 

令和 年 月 日現在（人）

階級

年数

消 防

正 監
消防監

消 防

司令長

消 防

司 令

消 防

司令補

消 防

士 長

消 防

副士長
消防士 合 計

～

～

～

～

～

～

～

～

～

合 計

平均年数

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

年未満

消防職員勤務年数構成表

 

26 

(年数) 

人

  

９ 消防職員階級別年齢 

令和 年 月 日現在（人）

階級

年齢

消 防

正 監
消防監

消 防

司令長

消 防

司 令

消 防

司令補

消 防

士 長

消 防

副士長
消防士 合計

歳以下

～

～

～

～

～

～

～

～

～

合 計

平均年齢
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歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳

消防職員年齢構成表
（年齢） 

（人） 

  

 
８ 消防職員階級別勤務年数 

令和 年 月 日現在（人）

階級

年数

消 防

正 監
消防監

消 防

司令長

消 防

司 令

消 防

司令補

消 防

士 長

消 防

副士長
消防士 合 計

～

～

～

～

～

～

～

～

～

合 計

平均年数

年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年
年

年未満

消防職員勤務年数構成表
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(年数) 

人
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消防職員表彰 

日立消防署田沢出張所 日立消防署西部機関員派出所

北部消防署十王出張所

年度別

表彰の種類 
令 和

年度

令 和

年度

令 和

年度

令 和

年度

令 和

元年度

合 計

消防庁長官表彰
功労章

永年勤続功労章

茨城県知事表彰

市長表彰

消防長表彰

日本消防協会長表彰

功績章

精績章

勤続章

28 

（人） 
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消防職員表彰 

日立消防署田沢出張所 日立消防署西部機関員派出所

北部消防署十王出張所

年度別

表彰の種類 
令 和

年度

令 和

年度

令 和

年度

令 和

年度

令 和

元年度

合 計

消防庁長官表彰
功労章

永年勤続功労章

茨城県知事表彰

市長表彰

消防長表彰

日本消防協会長表彰

功績章

精績章

勤続章

28 

（人） 

  

各種資格・特殊技能取得状況

令和 年 月１日現在（人）

階 級

種 別
合 計

消 防

正 監
消防監

消 防

司令長

消 防

司 令

消 防

司令補

消 防

士 長

消 防

副士長
消防士

自 動 車

免許関係

大 型 自 動 車

大 型 特 殊

自 動 二 輪

船 舶

免状関係

級 小 型 船 舶

級 小 型 船 舶

特 殊 小 型 船 舶

救急隊員
救 急 救 命 士

救 急 有 資 格 者

衛生管理者
第 種

第 種

消防設備士

甲 種 第 類

甲 種 第 類

甲 種 第 類

甲 種 第 類

乙 種 第 類

乙 種 第 類

乙 種 第 類

危 険 物

取 扱 者

甲 種

乙 種 第 類

乙 種 第 類

乙 種 第 類

乙 種 第 類

乙 種 第 類

乙 種 第 類

丙 種

予防技術

資 格 者

防 火 査 察 専 門 員

消 防 用 設 備 等 専 門 員

危 険 物 専 門 員

その他の

免 許 等

特 定 化 学 物 質 等 作 業 主 任 者

酸 素 欠 乏 危 険 作 業 主 任 者

小 型 移 動 式 ク レ ー ン

玉 掛 技 能

潜 水 士

自 動 車 整 備 士

刈 払 機 取 扱 作 業 者

チ ェ ー ン ソ ー 作 業 従 事 者

防 災 士

ガ ス 溶 接 技 能

ア ー ク 溶 接 技 能

29   

各種資格・特殊技能取得状況

令和 年 月１日現在（人）

階 級

種 別
合 計

消 防

正 監
消防監

消 防

司令長

消 防

司 令

消 防

司令補

消 防

士 長

消 防

副士長
消防士

自 動 車

免許関係

大 型 自 動 車

大 型 特 殊

自 動 二 輪

船 舶

免状関係

級 小 型 船 舶

級 小 型 船 舶

特 殊 小 型 船 舶

救急隊員
救 急 救 命 士

救 急 有 資 格 者

衛生管理者
第 種

第 種

消防設備士

甲 種 第 類

甲 種 第 類

甲 種 第 類

甲 種 第 類

乙 種 第 類

乙 種 第 類

乙 種 第 類

危 険 物

取 扱 者

甲 種

乙 種 第 類

乙 種 第 類

乙 種 第 類

乙 種 第 類

乙 種 第 類

乙 種 第 類

丙 種

予防技術

資 格 者

防 火 査 察 専 門 員

消 防 用 設 備 等 専 門 員

危 険 物 専 門 員

その他の

免 許 等

特 定 化 学 物 質 等 作 業 主 任 者

酸 素 欠 乏 危 険 作 業 主 任 者

小 型 移 動 式 ク レ ー ン

玉 掛 技 能

潜 水 士

自 動 車 整 備 士

刈 払 機 取 扱 作 業 者

チ ェ ー ン ソ ー 作 業 従 事 者

防 災 士

ガ ス 溶 接 技 能

ア ー ク 溶 接 技 能

29 
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消防職員の各種訓練

（回）

区 分

種 別

令和 年 令 和

年日立署 多賀署 南部署 北部署 合 計

操 法 訓 練

操 縦 訓 練

揚 水 訓 練

放 水 訓 練

訓 練 礼 式

特別機器操作訓練

結 索 法 訓 練

特殊車両操作訓練

救 出 ・ 救 助 訓 練

分 団 操 法 指 導

操 艇 訓 練

救 急 訓 練

合 計

30 

救急想定訓練 
 

火災想定訓練 
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消防職員教育・研修実施状況 
                                                                  令和 年 月 日現在（人） 

階 級

区 分
合計

消 防

司令長

以 上

消 防

司 令

消 防

司令補

消 防

士 長

消 防

副士長
消防士

消 防

学 校

初 任 教 育

救 急 科

救 助 科

特 殊 災 害 科

警 防 科

水 難 救 助 課 程

消 防

大 学 校

幹 部 科

救 助 科

指 揮 隊 長 コ ー ス

自己本部

消防職員のコミュニケーション研修

消 防 大 学 校 各 派 遣 者 研 修

無人航空機（ ）   
配 置 に 伴 う 研 修

消 防 大 学 校 特 別 講 習 会

予 防 業 務 関 係 研 修

救急関係

救 急 救 命 士 養 成 研 修

気 管 挿 管 病 院 実 習

感 染 防 止 対 策 研 修

就 業 前 病 院 実 習

事 後 検 証 会

予防関係 実 務 研 修

救助関係 全 国 救 助 シ ン ポ ジ ウ ム

原子力関係
原子力災害時の広域活動をリ

ー ド す る 人 材 の 育 成

その他の

研 修

消防学校予防査察科一般聴講

消 防 学 校 警 防 課 一 般 聴 講

消防学校火災調査科一般聴講

消防学校特殊災害科一般聴講

合 計

 31 
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第２章

消 防 団 の 概 要

林野火災消防演習（十王ダム）

１
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１ 消防団の配置図 
【 消 防 団 】 

○27  

○26  

○25  

○23  

○24  ○22  
○21  

○20  

○19  

○5    

○6  
○2    

○1    

○3  

○4  

○9  

９９９   

○9  

○7  

○8  

○8  

○10  ○11  

○12  

○13  

○15  

○14  
○16  

○17  

○18  

      
～ 詰所の位置

      

      

～ 団本部

35 
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１ 消防団の配置図 
【 消 防 団 】 

○27  

○26  

○25  

○23  

○24  ○22  
○21  

○20  

○19  

○5    

○6  
○2    

○1    

○3  

○4  

○9  

９９９   

○9  

○7  

○8  

○8  

○10  ○11  

○12  

○13  

○15  

○14  
○16  

○17  

○18  

      
～ 詰所の位置

      

      

～ 団本部

35 
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２ 消防団の位置と区域

令和 年 月 日現在

名 称 位 置 区 域

団 本 部 神峰町

第 分団 東滑川町 東滑川町

第 分団 滑川本町 滑川町、滑川本町

第 分団 東町
東町、白銀町、高鈴町、宮田町、本宮町、若葉町、

神峰町、平和町、助川町、幸町、鹿島町、弁天町

第 分団 会瀬町 会瀬町、相賀町、旭町、城南町

第 分団 小木津町 小木津町、日高町、相田町

第 分団 田尻町 １ 田尻町、かみあい町

第 分団 東河内町

下深荻町、中深荻町、東河内町
第 分団

東河内町

東河内町

第 分団
入四間町

入四間町
入四間町

第 分団 鮎川町
東成沢町、中成沢町、西成沢町、成沢町、鮎川町、

国分町、多賀町

第 分団 諏訪町
諏訪町、桜川町、末広町、千石町、大久保町、

中丸町、塙山町

第 分団 河原子町 河原子町、東多賀町、東金沢町、金沢町

第 分団 水木町
水木町、東大沼町、大沼町、台原町、森山町、

みかの原町

第 分団 久慈町 久慈町 ・ ・ ・ 丁目、みなと町、南高野町

第 分団 久慈町 久慈町 ・ ・ 丁目、大みか町

第 分団 茂宮町 茂宮町、留町

第 分団 大和田町 大和田町、石名坂町

第 分団 神田町 下土木内町、神田町

第 分団 川尻町 川尻町、折笠町

第 分団 砂沢町 砂沢町

第 分団 十王町友部 友部、友部東、城の丘

第 分団 十王町伊師本郷 伊師本郷

第 分団 十王町伊師 伊師（伊師浜を除く）

第 分団 十王町伊師 伊師（伊師浜に限る）

第 分団 十王町山部 山部

第 分団 十王町高原 高原

第 分団 十王町黒坂 黒坂

36 
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２ 消防団の位置と区域

令和 年 月 日現在

名 称 位 置 区 域

団 本 部 神峰町

第 分団 東滑川町 東滑川町

第 分団 滑川本町 滑川町、滑川本町

第 分団 東町
東町、白銀町、高鈴町、宮田町、本宮町、若葉町、

神峰町、平和町、助川町、幸町、鹿島町、弁天町

第 分団 会瀬町 会瀬町、相賀町、旭町、城南町

第 分団 小木津町 小木津町、日高町、相田町

第 分団 田尻町 １ 田尻町、かみあい町

第 分団 東河内町

下深荻町、中深荻町、東河内町
第 分団

東河内町

東河内町

第 分団
入四間町

入四間町
入四間町

第 分団 鮎川町
東成沢町、中成沢町、西成沢町、成沢町、鮎川町、

国分町、多賀町

第 分団 諏訪町
諏訪町、桜川町、末広町、千石町、大久保町、

中丸町、塙山町

第 分団 河原子町 河原子町、東多賀町、東金沢町、金沢町

第 分団 水木町
水木町、東大沼町、大沼町、台原町、森山町、

みかの原町

第 分団 久慈町 久慈町 ・ ・ ・ 丁目、みなと町、南高野町

第 分団 久慈町 久慈町 ・ ・ 丁目、大みか町

第 分団 茂宮町 茂宮町、留町

第 分団 大和田町 大和田町、石名坂町

第 分団 神田町 下土木内町、神田町

第 分団 川尻町 川尻町、折笠町

第 分団 砂沢町 砂沢町

第 分団 十王町友部 友部、友部東、城の丘

第 分団 十王町伊師本郷 伊師本郷

第 分団 十王町伊師 伊師（伊師浜を除く）

第 分団 十王町伊師 伊師（伊師浜に限る）

第 分団 十王町山部 山部

第 分団 十王町高原 高原

第 分団 十王町黒坂 黒坂

36 

３ 消防団の人員・車両の配置

令和 年 月 日現在

区 分

分団別

人 員 （人） 車 両 （台）

合

計

団

長

副

団

長

分

団

長

副

分

団

長

部

長

班

長

団

員

合

計

ポ

ン

プ

車

積

載

車

タ

ン

ク

車

団 本 部

第 分団

第 分団

第 分団

第 分団

第 分団

第 分団

第 分団

第 分団

第 分団

第 分団

第 分団

第 分団

第 分団

第 分団

第 分団

第 分団

第 分団

第 分団

第 分団

第 分団

第 分団

第 分団

第 分団

第 分団

第 分団

第 分団

第 分団

合計
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４ 消防団の施設と装備

令和 年 月 日現在

分 団 名

機 動 力 建 物 敷 地

機 種 型 式 年 式 構 造
延べ面積

㎡
建築年

総面積

㎡

第 分団 ポンプ車 トヨタ 木 造 平 屋 建

第 分団 ポンプ車 トヨタ 木 造 平 屋 建

第 分団 ポンプ車 日野 － 木 造 階 建

第 分団 ポンプ車 トヨタ － 木 造 平 屋 建

第 分団 積 載 車 トヨタ － 木 造 階 建

第 分団 積 載 車 トヨタ － 木 造 平 屋 建

第 分団
積 載 車 トヨタ －

木 造 平 屋 建
積 載 車 トヨタ

第 分団
積 載 車 トヨタ － 鉄骨造 階建

積 載 車 トヨタ 木 造 平 屋 建

第 分団
積 載 車 トヨタ 木 造 階 建

積 載 車 イスズ － ブロック造平屋建

第 分団 ポンプ車 トヨタ －  木 造 平 屋 建

第 分団 ポンプ車 トヨタ －  木 造 平 屋 建

第 分団 積 載 車 ニッサン － 木 造 階 建

第 分団 積 載 車 トヨタ － 木 造 平 屋 建

第 分団 ポンプ車 日野 － 木 造 階 建

第 分団 ポンプ車 トヨタ 木 造 平 屋 建

第 分団 積 載 車 ニッサン － 木 造 平 屋 建

第 分団 積 載 車 ニッサン － 木 造 平 屋 建

第 分団 積 載 車 イスズ － 木 造 平 屋 建

第 分団 ポンプ車 トヨタ － 木 造 階 建

第 分団 積 載 車 イスズ 木 造 平 屋 建

第 分団 タンク車 三菱 － 改 造 平 屋 建

第 分団 積 載 車 トヨタ － 木 造 階 建

第 分団 ポンプ車 トヨタ 木 造 階 建

第 分団 タンク車 三菱 － 改 木 造 階 建

第 分団 積 載 車 トヨタ － ブロック造平屋建

第 分団 積 載 車 トヨタ ブロック造平屋建

第 分団 積 載 車 ニッサン － ブロック造平屋建
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５ 消防団員階級別勤務年数

令和 年 月 日現在（人）

階級

年数
団長 副団長 分団長 副分団長 部 長 班 長 団 員 合 計

～

～

～

～

～

～

～

～

～

合 計

平均年数

消防団員勤務年数構成表

0 10 20 30 40 50 60 70 80

40年以上

35～39年

30～34年

25～29年

20～24年

15～19年

10～14年

5～9年

0～4年

(人) 

39 
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６ 消防団員階級別年齢

令和 年 月 日現在（人）

階級

年齢別
団 長 副団長 分団長 副分団長 部 長 班 長 団 員 合 計

歳以下

～

～

～

～

～

～

～

～

～

歳以上

合 計

平均年齢

消防団員年齢構成表

43

36

62

64

65

43

21

22

7

6

0

0 10 20 30 40 50 60 70

65歳以上

60～64歳

55～59歳

50～54歳

45～49歳

40～44歳

35～39歳

30～34歳

25～29歳

20～24歳

19歳以下

 

40 

(年齢) 

(人) 
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７ 消防団員の報酬

（円）

階級

区分
団 長 副 団 長 分 団 長 副分団長 部 長 班 長 団 員

年 報 酬

（ ）は機関員

（円）

出動報酬 出動 回につき 訓練 回につき

８ 消防団員表彰

（人）

年度別

表彰の種類

令 和

年度

令 和

年度

令 和

年度

令 和

年度

令 和

元年度

合 計

内閣府賞勲局 褒章・叙勲

消防庁長官表彰 永年勤続功労章

日本消防協会長表彰

功績章

精績章

勤続章

茨城県消防協会長表彰

永年勤続功労章

功労章

優良分団表彰

茨城県知事表彰

市長表彰 永年勤続

消防団長表彰

団体表彰

個人表彰
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９ 消防ポンプ自動車ＣＤ Ⅰ型の概要

【主要諸元・装備】

シャシ 日野デュトロ － ポ ン プ 級

全 長 警 光 灯 散光式赤色警光灯

全 幅 梯 子 二連梯子

全 高 拡 声 器 （サイレン付）

乗車定員 人
ＬＥＤ照明

路肩灯、前後部赤色点滅灯

側面・後面照明灯、サーチライト車両重量 （総重量 ㎏）

総排気量 消防ホース 差込式、使用圧

燃 料 軽油 無反動管鎗 ノズルフォルダー
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１０ 小型動力ポンプ積載車の概要

【主要諸元・装備】

 
 
 
 
 
 

シャシ トヨタダイナ 小型動力

ポンプ

級 トーハツ

全 長 
全 幅 警 光 灯 散光式赤色警光灯

全 高 梯 子 折りたたみ梯子

乗車定員 人 拡 声 器 （サイレン付）

車両重量 （総重量 ㎏）
ＬＥＤ照明

サーチライト、作業灯、路肩灯

前後部赤色点滅灯、総排気量 
燃 料 軽油 消防ホース 差込式、使用圧

43 
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第３章

火災と救急・救助の概要

水難救助訓練

救助訓練 救急訓練
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１

あ

あ

【火 災】

１ 火災の状況

令和 年中の本市の火災は 件で令和 年に比べ 件増加しており、おおむね 日に 件火災が発

生したことになります。火災種別は建物火災が 件 ％ で最も多く、その他の火災が 件（ ％）、

車両火災が 件（ ％）です。

（△は減）

年

区 分
令和 年 令和 年 比較増減

火災件数

合 計

建 物 火 災 △

住 宅 △

林 野 火 災

車 両 火 災

船 舶 火 災

その他の火災

焼損棟数

合 計 △

全 焼

半 焼 △

部 分 焼

ぼ や △

焼損面積
床面積 ㎡ △

林 野 ａ

死傷者数（人）
死 者

負 傷 者 △

り 災 人 員（人） △

り災世帯数

合 計

全 損

半 損 △

小 損

損 害 額

千円

合 計 △

建 物 火 災 △

林 野 火 災

車 両 火 災

船 舶 火 災

その他の火災
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2

1 1

6

3

7

5

6

4 4

2 2

11 1

4

2

3

1

3

4

1 1 1 1

0

1

2

3

4

5

6

7

8

０～ ２～ ４～ ６～ ８～ 10～ 12～ 14～ 16～ 18～ 20～ 22～ 不明

２ 出火時間別火災件数
全火災 44件 建物火災 23件

（件）

（時）
 

 

  ３ 火災覚知方法別火災件数    
火災件数 44件 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

加入電話 固定

1件

2%
火災報知専用電話

ＮＴＴ固定

2件

5%

事後聞知

6件

14%

火災報知専用電話ＩＰ

8件

18%

その他

2件

5%

火災報知専用電話

携帯

25件

56%
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４ 署別・町名別火災件数  

令和 年（件）

５ 曜日別火災件数

令和 年（件）

曜 日 日 月 火 水 木 金 土 不明 合計

全 火 災

建 物 火 災

日 立 署 管 内 全件数 うち建物 多 賀 署 管 内 全件数 うち建物 南 部 署 管 内 全件数 うち建物

入 四 間 町 台 原 町 み か の 原 町

東 河 内 町 東 金 沢 町 水 木 町

下 深 荻 町 諏 訪 町 森 山 町

中 深 荻 町 鮎 川 町 大 み か 町

滑 川 町 桜 川 町 久 慈 町

東 滑 川 町 国 分 町 南 高 野 町

滑 川 本 町 多 賀 町 石 名 坂 町

本 宮 町 末 広 町 留 町

高 鈴 町 河 原 子 町 茂 宮 町

若 葉 町 東 多 賀 町 大 和 田 町

東 町 千 石 町 下 土 木 内 町

神 峰 町 大 久 保 町 神 田 町

宮 田 町 塙 山 町 み な と 町

平 和 町 東 大 沼 町 小 計

相 賀 町 大 沼 町  
城 南 町 中 丸 町 北 部 署 管 内 全件数 うち建物

会 瀬 町 金 沢 町 相 田 町

幸 町 小 計 砂 沢 町

旭 町 折 笠 町

鹿 島 町 川 尻 町

助 川 町 小 木 津 町

弁 天 町 日 高 町

東 成 沢 町 十 王 町 高 原

中 成 沢 町 十 王 町 友 部

西 成 沢 町 十 王 町 友 部 東

成 沢 町 十 王 町 山 部

白 銀 町 十 王 町 伊 師

田 尻 町 十王町伊師本郷

か み あ い 町 十 王 町 黒 坂

小 計 十 王 町 城 の 丘

小 計

合 計
全件数 うち建物
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2

1 1

6

3

7

5

6

4 4

2 2

11 1

4

2

3

1

3

4

1 1 1 1

0

1

2

3

4

5

6

7

8

０～ ２～ ４～ ６～ ８～ 10～ 12～ 14～ 16～ 18～ 20～ 22～ 不明

２ 出火時間別火災件数
全火災 44件 建物火災 23件

（件）

（時）
 

 

  ３ 火災覚知方法別火災件数    
火災件数 44件 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

加入電話 固定

1件

2%
火災報知専用電話

ＮＴＴ固定

2件

5%

事後聞知

6件

14%

火災報知専用電話ＩＰ

8件

18%

その他

2件

5%

火災報知専用電話

携帯

25件

56%
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６ 月別の火災状況

令和 年

７ 過去 年間の火災状況

区分

年

件 数 焼 損 面 積

死 者

人

負傷者

人

損害額

千円
合

計

建

物

林

野

車

両

船

舶

そ

の

他

床面積

（㎡）

林 野

ａ

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

平成 年

令 和 元 年

令和 年

令和 年

令和 年

令和 年

区分

月

件 数 焼 損 棟 数 り 災 焼損面積
死

者

負

傷

者

合

計

建

物

林

野

車

両

船

舶

そ

の

他

他

合

計

全

焼

半

焼

部

分

焼

ぼ

や

世

帯

人

員

床

面

積

林

野

㎡ ａ 人 人

合計
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８ 原因別火災件数

年

原 因 別

令和 年 令和 年

全件数 うち建物 全件数 うち建物

た ば こ

こ ん ろ

か ま ど

風 呂 か ま ど

炉

焼 却 炉

ス ト ー ブ

こ た つ

ボ イ ラ ー

煙 突 ・ 煙 道

排 気 管

電 気 機 器

電 気 装 置

電 灯 ・ 電 話 等 の 配 線

内 燃 機 関

配 線 器 具

火 あ そ び

ﾏ ｯ ﾁ ･ ﾗ ｲ ﾀ ｰ

た き 火

溶 接 機 ・ 切 断 機

灯 火

衝 突 の 火 花

取 灰

火 入 れ

放 火

放 火 の 疑 い

そ の 他

不 明

合 計

51 
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【救 急】

１ 救急体制

高齢化社会の進展、市民意識及び疾病構造等の変化により救急業務が多種多様化し、市民が

救急に寄せる期待も大きなものとなってきています。

このような中、本市消防本部では、大切な命を守る「救命の連鎖」が円滑につながるよう、

メディカルコントロール体制の下、市民への応急手当の指導と救急隊員の質の高い救命処置の

提供に取り組んでいます。

救急救命士の育成は平成 年に開始し、現在は資格者 人のうち 人が救急車に搭乗して

活動しています。

平成 年には、県北地区にいち早くメディカルコントロール協議会を設立し、消防機関、医

療機関及び関係機関が連携を図りながら県北地区の救急医療体制の充実を推進しているところ

です。このメディカルコントロール協議会は、「地域住民に最高の救急医療を 時間提供する」

ことを目標に掲げ、救急隊員、医師、看護師との連携をより円滑にするため、教育研修として、

外傷性救命処置 、 （一次救命処置）、 ・ （二次救命処置）、 （小児救急

初期評価）、 ・ 脳疾患二次救命処置 、 （日本災害医学会多数傷病者対応）等の研

修を積極的に取り入れ救急業務の高度化を図るとともに、救急隊員の知識の向上と、時代に即

した技術の研鑽に努めています。

また、本市では、ワークステーション方式のドクターカー、ラピッド方式のドクターカー、

そして茨城県ドクターヘリとの連携により、 日 時間、重篤な患者に対し医師と看護師が

現場に駆け付け、救急隊とともに医療処置を開始し、救命率の向上と重症化の防止を図ってい

ます。

指導救命士腕章 救急救命士腕章
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【救 急】

１ 救急体制

高齢化社会の進展、市民意識及び疾病構造等の変化により救急業務が多種多様化し、市民が

救急に寄せる期待も大きなものとなってきています。

このような中、本市消防本部では、大切な命を守る「救命の連鎖」が円滑につながるよう、

メディカルコントロール体制の下、市民への応急手当の指導と救急隊員の質の高い救命処置の

提供に取り組んでいます。

救急救命士の育成は平成 年に開始し、現在は資格者 人のうち 人が救急車に搭乗して

活動しています。

平成 年には、県北地区にいち早くメディカルコントロール協議会を設立し、消防機関、医

療機関及び関係機関が連携を図りながら県北地区の救急医療体制の充実を推進しているところ

です。このメディカルコントロール協議会は、「地域住民に最高の救急医療を 時間提供する」

ことを目標に掲げ、救急隊員、医師、看護師との連携をより円滑にするため、教育研修として、

外傷性救命処置 、 （一次救命処置）、 ・ （二次救命処置）、 （小児救急

初期評価）、 ・ 脳疾患二次救命処置 、 （日本災害医学会多数傷病者対応）等の研

修を積極的に取り入れ救急業務の高度化を図るとともに、救急隊員の知識の向上と、時代に即

した技術の研鑽に努めています。

また、本市では、ワークステーション方式のドクターカー、ラピッド方式のドクターカー、

そして茨城県ドクターヘリとの連携により、 日 時間、重篤な患者に対し医師と看護師が

現場に駆け付け、救急隊とともに医療処置を開始し、救命率の向上と重症化の防止を図ってい

ます。

指導救命士腕章 救急救命士腕章
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２ 救急出場件数の状況

（件）

年

区 分
令和 年 令和 年 比較増減

出 場 件 数

搬 送 件 数

不搬送件 数

３ 救急搬送人員の状況

△は減（人）

年

区 分
令和 年 令和 年 比較増減

搬 送 人 員

死 亡 △

重 症

中 等 症

軽 症

４ 事故種別救急出場の状況

（件）

年

事 故 種 別

令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和元年

急 病

交通事故

一般負傷

労働災害

加 害

運動競技

自損行為

火 災

自然災害

水 難

そ の 他

合 計
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５ 時間別救急出場件数  

救急出場件数 件

６ 事故種別救急出場件数 

救急出場件数 件

54 

急病 件

一般負傷 件

交通事故 件

自損行為 件

火災 件
労働災害 件

運動競技 件

水難 件

自然災害 件

％

その他 件

％

加害 件

％
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５ 時間別救急出場件数  

救急出場件数 件

６ 事故種別救急出場件数 

救急出場件数 件

54 

急病 件

一般負傷 件

交通事故 件

自損行為 件

火災 件
労働災害 件

運動競技 件

水難 件

自然災害 件

％

その他 件

％

加害 件

％

７ 月別救急出場件数

令和 年（件）

月

種 別

合 計

急 病

交通事故

一般負傷

労働災害

加 害

運動競技

自損行為

火 災

自然災害

水 難

そ の 他

合 計

８ 月別救急搬送人員

令和 年（人）

月

種 別

合 計

急 病

交通事故

一般負傷

労働災害

加 害

運動競技

自損行為

火 災

自然災害

水 難

そ の 他

合 計

日あたり最多出場件数 月 日 件

か月平均 件

日平均 件
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９ 高速道路救急出場状況 令和 年

応急手当の普及啓発活動状況 令和 年

保育器による新生児搬送

本市では、茨城県内で初めて昭和 年 月から、新生児死亡等及び心身障害児発生防止を目

的として日立市医師会、日立市、日立市消防本部、新生児医療施設及び日立保健所の 団体の

協力体制による新生児搬送業務を実施しています。

年 別 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和元年

搬送件数

ＰＡ（ポンプ隊と救急隊）連携

ドクターカー

平成 年から病院にワークステーションを設置し、病院で救急隊が研修を受けながら指令室

からの重篤な患者等の救急出場要請に対し、医師と看護師が救急車に同乗し出場するドクター

カーとして運用しています。平成 年 月から、夜間休日でも病院で医師をピックアップし出

場する体制を整備し、 時間対応可能となっています。

種別 出場件数（件） 搬送人員（人） 内 容 （人）

交通事故 死亡１、中等症４、軽症５

急 病 中等症８、軽症

火 災

その他 重症

合 計 死亡 、重症 、中等症 、軽症

区分

種別
回数

講習修了者 人

新規講習者 再講習者 合 計

普 通 救 命 講 習

上 級 救 命 講 習

普 及 員 講 習

指 導 員 講 習

年 別 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和元年

連携件数

年 別 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和元年

出場件数

56 

（件） 

（件） 

（件） 
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９ 高速道路救急出場状況 令和 年

応急手当の普及啓発活動状況 令和 年

保育器による新生児搬送

本市では、茨城県内で初めて昭和 年 月から、新生児死亡等及び心身障害児発生防止を目

的として日立市医師会、日立市、日立市消防本部、新生児医療施設及び日立保健所の 団体の

協力体制による新生児搬送業務を実施しています。

年 別 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和元年

搬送件数

ＰＡ（ポンプ隊と救急隊）連携

ドクターカー

平成 年から病院にワークステーションを設置し、病院で救急隊が研修を受けながら指令室

からの重篤な患者等の救急出場要請に対し、医師と看護師が救急車に同乗し出場するドクター

カーとして運用しています。平成 年 月から、夜間休日でも病院で医師をピックアップし出

場する体制を整備し、 時間対応可能となっています。

種別 出場件数（件） 搬送人員（人） 内 容 （人）

交通事故 死亡１、中等症４、軽症５

急 病 中等症８、軽症

火 災

その他 重症

合 計 死亡 、重症 、中等症 、軽症

区分

種別
回数

講習修了者 人

新規講習者 再講習者 合 計

普 通 救 命 講 習

上 級 救 命 講 習

普 及 員 講 習

指 導 員 講 習

年 別 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和元年

連携件数

年 別 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和元年

出場件数

56 

（件） 

（件） 

（件） 

ラピッドカー

市民が安心して暮らせる快適な生活環境を整備するため、日立市・高萩市・北茨城市は、株

式会社日立製作所日立総合病院と「ラピッドカーの運営に関する協定書」を締結し、平成 年

月 日から運用を開始、令和 年 月 日には常陸太田市も加入しました。

ラピッドカーは、日立総合病院に 日 時間体制で待機

し、心肺停止などの重症患者が発生した場合、 番受信時

や救急隊からの要請により、救命救急センターの医師及び看

護師が同乗して救急医療資器材とともに救急現場に向かう緊

急車両です。医師が直接救急現場に向かうことで、いち早く

救急医療が開始され、救命率向上と後遺症の軽減に大きく貢

献しています。

ドクターヘリ

救急医療に必要な機器を装備して救命センターに常駐し、消防機関・医療機関からの出場要

請に基づき、フライトドクター及びナースが同乗して救急現場に向かい、現場から適切な医療

機関に搬送するまでの間、患者に救急医療を行うことができる専用のヘリコプターです。

平成 年 月から水戸済生会総合病院と国立病院機構水戸医療センターが基地病院となり、茨

城県ドクターヘリの運航が開始されました。

両病院は県の中心部に位置しているため、県内のどこへでもおおむね 分以内に到着するこ

とが可能で、本市には 分以内に到着可能です。

年 別 令和 年 令和 年

出場件数

ランデブー

ポイント

日立市消防本部 日立市消防本部

坂下広場 坂下広場

57  

日立市 高萩市 北茨城市 常陸太田市 合 計

令和 年

令和 年

 

ラピッドカーの出場件数 （件）

（件）

ドクターヘリ

写真協力：朝日航洋株式会社

ラピッドカー
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【 救 助 】

日立市救助隊

救助隊は、都市化の進展、社会経済の発展、市民の生活様式の変化等により、災害及び

事故の態様も複雑・多様化し、人命の危険性が増大するなかで、市民の安全・安心を確保

するため、総員 人で高度救助隊（ 人）・特別救助隊（ 人）・水難救助隊（ 人）を

編成し、各種災害に対応しています。

各隊の概要

◇ 高度救助隊

高度救助隊は、特別救助隊の中から専門的か

つ高度な教育を受けた隊員 人で編成。救助工

作車に高度救助資機材を積載し、市内における

火災、救助、その他あらゆる災害に対応してい

ます。また、緊急消防援助隊救助小隊に登録し

ており、他県で発生した大規模災害にも出場し

活動します。

◇ 特別救助隊

救助隊員は、常に社会の動向に注目し、各種

災害事象の推移を正しく分析して対応する方策

を研究し訓練に努めています。また、救助隊の

現場到着時間の短縮を図るために、救助工作車

と多機能型消防ポンプ車により市内を北側と南

側に区分して各種災害に対応しています。

◇ 水難救助隊

本市は、長い海岸線を有しているため、救助

隊員の中から、潜水資格を有する隊員 人で水

難救助隊を編成し、救助艇、救命ボート及び各

種資機材を活用して、海・河川等で発生する水

難事故対応に努めています。また、平成 年

月から、津波・大規模風水害対策車が配備され、

水難事故対応の強化を図っています。
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◇ 緊急消防援助隊

緊急消防援助隊は、平成 年 月 日に発生し

た阪神・淡路大震災を教訓に、迅速かつ効果的な消

防の広域応援活動のために創設されました。本市消

防本部においては、平成 年の救助小隊登録にはじ

まり、現在は、緊急消防援助隊茨城県代表消防機関

代行を務め、茨城県大隊指揮隊・統合機動部隊指揮

隊・消火小隊・救助小隊・救急小隊・後方支援小隊・

毒劇物等対応小隊・水難救助小隊・特殊装備小隊の

計 隊を登録しています。

平成 年 月 日に発生した東日本大震災にお

いては、福島県内での救急活動を行いました。

また、令和 年 月に発生した静岡県熱海市土石

流災害では、土砂が流入した倒壊家屋内や車両内の

土砂を除去しながら、要救助者の検索活動を行うな

ど、全国の大規模災害においても出場し活動してい

ます。

救助対策

◇ 国民保護対策

平成 年 月に施行された、国民保護法における消防機関の責務に基づき、災害の実

態把握等を含めた、最先到着隊としての活動の必要性から、生物剤等を用いたテロ等の

あらゆる災害に対応するため、「武力攻撃災害への対処（留意事項）」「生物剤等に起因す

る災害発生時の消防活動要領」を作成し、迅速かつ円滑に対応できるよう隊員の訓練を

実施しています。

◇ ＮＢＣ災害対策

ＮＢＣ災害は、初期段階での原因を特定するこ

とが困難な災害であり、市民生活の基盤を揺るが

す大きな災害です。このため情報収集のあり方や

活動の方向性についての訓練を、活動マニュアル

に沿って実施しています。また、活動に必要な

資機材の整備も実施しています。

ＮＢＣ災害とは、放射性物質、毒劇物、病原体、

有毒ガスなど人体に有害な影響を与えるおそれの

ある物質や細菌類を原因とする災害全般を指して

います。ＮＢＣテロ災害や国民保護法による緊急対処事態等は、これらの災害の一部分

として位置付けています。
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２ 過去 年間の救助出場件数

（件）

年 別 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和元年

件 数

３ 救助活動の状況

令和 年

件 数

種 別
出 場 件 数 件 現場活動件数 件 救 助 人 員 人

合 計

火 災

交 通 事 故

水 難 事 故

自 然 災 害

機 械 に よ る 事 故

ガス及び酸欠事故

建築物等による事故

破 裂 事 故

そ の 他 の 事 故

 
60 

特別救助隊腕章 高度救助隊腕章 水難救助隊腕章
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２ 過去 年間の救助出場件数

（件）

年 別 令和 年 令和 年 令和 年 令和 年 令和元年

件 数

３ 救助活動の状況

令和 年

件 数

種 別
出 場 件 数 件 現場活動件数 件 救 助 人 員 人

合 計

火 災

交 通 事 故

水 難 事 故

自 然 災 害

機 械 に よ る 事 故

ガス及び酸欠事故

建築物等による事故

破 裂 事 故

そ の 他 の 事 故

 
60 

特別救助隊腕章 高度救助隊腕章 水難救助隊腕章

第４章

予防行政の現況と対策

春季火災予防運動広報活動
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【消防広報】

消防広報は、消防の活動や各種施策を正しく市民に伝え理解を得ると共に、市民の意見等を消防行政に

反映するための業務です。様々なメディアを通して災害や防火防災に関する情報を発信しています。

１ 広報活動の状況

（回）

２ 報道機関等による広報状況

令和 年（回）

３ 本部・署所の視察見学状況

令和 年

区 分

種 別

令和 年
令和 年

日立署 多賀署 南部署 北部署 合 計

山 林 火 災 予 防 パ ト ロ ー ル

防 火 講 話

視 聴 覚 広 報

警 報 発 令 中 の 広 報

年末年始特別警戒中の広報

見学者の防火意識の普及啓発

火災予防運動期間中の広報

災 害 現 場 周 辺 の 広 報

自 主 防 災 訓 練 指 導

そ の 他 の 広 報

合 計

種 別 新 聞
ラジオ・テレビ

ケーブルテレビ含む
市報･広報紙等

回 数

区分

種別
回 数 延べ人員

視 察 数

見 学 数

63 

行政放送撮影



64

【建築物の防火指導】

人命の安全確保や火災の予防、火災による被害の軽減を図るため、建築物の計画段階の事前指導、工事

中及び使用開始前の検査など消防法令に基づき、必要な安全指導を行います。

建築物の使用開始後は、消防用設備等の維持管理、防火管理の状況などについて立入検査を行い、防火

安全の状況を確認します。

１ 消防用設備等届出等の状況

（件）

年

種 別
令和 年 令和 年

消 防 用 設 備 等 着 工 届

消 防 用 設 備 等 設 置 届

消防用設備等適用除外申請

消防用設備等設置検査済証交付

合 計

防火対象物使用開始検査
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【建築物の防火指導】

人命の安全確保や火災の予防、火災による被害の軽減を図るため、建築物の計画段階の事前指導、工事

中及び使用開始前の検査など消防法令に基づき、必要な安全指導を行います。

建築物の使用開始後は、消防用設備等の維持管理、防火管理の状況などについて立入検査を行い、防火

安全の状況を確認します。

１ 消防用設備等届出等の状況

（件）

年

種 別
令和 年 令和 年

消 防 用 設 備 等 着 工 届

消 防 用 設 備 等 設 置 届

消防用設備等適用除外申請

消防用設備等設置検査済証交付

合 計

防火対象物使用開始検査

64 

２ 建築同意事務の状況

令和 年（件）

工事種別

消防法施行令別表区分

同 意 計画通知
許

可

仮

使

用

消

防

通

知

合

計

令 和

年
新

築

増

築

改

築

そ

の

他

新

築

増

築

改

築

そ

の

他

イ 劇 場 ・ 映 画 館 等

ロ 公 会 堂 ・ 集 会 場

イ キ ャ バ レ ー 等

ロ 遊 技 場 等

ハ 性 風 俗 関 連 等

ニ カ ラ オ ケ ボ ッ ク ス 等

イ 待 合 ・ 料 理 店 等

ロ 飲 食 店

百 貨 店 ・ 店 舗 等

イ 旅 館 ・ ホ テ ル 等

ロ 共 同 住 宅 ・ 寄 宿 舎 等

イ 病 院 ・ 診 療 所 等

ロ 老 人 短 期 入 所 施 設 等

ハ 老 人 デ イ サ ー ビ ス セ ン タ ー 等

ニ 幼 稚 園 ・ 特 別 支 援 学 校

学 校 等

図 書 館 ・ 博 物 館 等

イ 蒸 気 浴 場 ・ 熱 気 浴 場 等

ロ イ 以 外 の 公 衆 浴 場

停 車 場 ・ 発 着 場

神 社 ・ 教 会 等

工 場 ・ 作 業 所 等

車 庫 ・ 駐 車 場 等

倉 庫

前 各 項 以 外 の 事 業 場

イ 複 合 用 途 （ 特 防 ）

ロ 複 合 用 途 （ 非 特 防 ）

文 化 財 等

そ

の

他

専 用 住 宅

危 険 物 施 設

そ の 他

合 計
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３ 防火対象物等の立入検査実施状況

区 分

消防法施行令別表区分

令和 年

合 計
令 和

年事業所数
署 別

日立署 多賀署 南部署 北部署

イ 劇 場 ・ 映 画 館 等

ロ 公 会 堂 ・ 集 会 場

イ キ ャ バ レ ー 等

ロ 遊 技 場 等

ハ 性 風 俗 関 連 等

ニ カラオケボックス等

イ 待 合 ・ 料 理 店 等

ロ 飲 食 店

百 貨 店 ・ 店 舗 等

イ 旅 館 ・ ホ テ ル 等

ロ 共同住宅・寄宿舎等

イ 病 院 ・ 診 療 所 等

ロ 老人短期入所施設等

ハ 老人デイサービスセンター等

ニ 幼稚園・特別支援学校

学 校 等

図 書 館 ・ 博 物 館 等

イ 蒸気浴場・熱気浴場等

ロ イ 以 外 の 公 衆 浴 場

停 車 場 ・ 発 着 場

神 社 ・ 教 会 等

工 場 ・ 作 業 場 等

車 庫 ・ 駐 車 場 等

倉 庫

前各項以外の事業場

イ 複 合 用 途 （ 特 防 ）

ロ 複合用途（非特防）

の 地 下 街

の 準 地 下 街

文 化 財 等

ア ー ケ ー ド

市長が指定する山林

総務省令で定める舟車

小 計

そ

の

他

少量危険物貯蔵取扱所

指定可燃物貯蔵取扱所

高圧ガス関係施設等

小 計

合 計

66 

（件） 



67

【危険物の安全指導】

消防法で定める危険物は、ガソリンや灯油のように普段の生活の中で必要不可欠なものや、

工場等の生産活動において使用されるものなど様々な物質がありますが、ひとたび災害が発

生した場合には、市民生活を破壊するほか、尊い生命までも奪ってしまいます。

この危険物による災害を防止し安全に管理するため、危険物を貯蔵し、又は取り扱う危険

物施設等における許可や届出に際しては、消防法令に規定する技術基準の適合性を審査し、

完成検査を行い、安全な施設となるよう設置指導を行っています。

１ 危険物施設の状況

 

令和 年 令和 年

製 造 所

貯

蔵

所

屋 内 貯 蔵 所

屋 外 タ ン ク 貯 蔵 所

屋 内 タ ン ク 貯 蔵 所

地 下 タ ン ク 貯 蔵 所

簡 易 タ ン ク 貯 蔵 所

移 動 タ ン ク 貯 蔵 所

屋 外 貯 蔵 所

取

扱

所

営 業 用 給 油 取 扱 所

自 家 用 給 油 取 扱 所

販 売 取 扱 所

移 送 取 扱 所

一 般 取 扱 所

合 計

移動タンク貯蔵所の立入検査
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２ 危険物施設の事務取扱状況

（件）

令和 年 令和 年

製造所等の設置（変更）許可申請

製 造 所 等 の 完 成 検 査 申 請

完 成 検 査 前 検 査 申 請

危険物仮貯蔵、仮取扱承認申請

製 造 所 等 仮 使 用 承 認 申 請

予 防 規 程 認 可 申 請

危 険 物 保 安 監 督 者 選 解 任 届

危 険 物 施 設 譲 渡 引 渡 届

危 険 物 品 名 数 量 倍 数 変 更 届

危 険 物 施 設 用 途 廃 止 届

軽 微 な 変 更 届

資 料 提 出

合 計

３ 危険物製造所等の立入検査実施状況

（件）

令和 年 令和 年

製 造 所

屋 内 貯 蔵 所

屋 外 タ ン ク 貯 蔵 所

屋 内 タ ン ク 貯 蔵 所

地 下 タ ン ク 貯 蔵 所

簡 易 タ ン ク 貯 蔵 所

移 動 タ ン ク 貯 蔵 所

屋 外 貯 蔵 所

給 油 取 扱 所

販 売 取 扱 所

移 送 取 扱 所

一 般 取 扱 所

合 計
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２ 危険物施設の事務取扱状況

（件）

令和 年 令和 年

製造所等の設置（変更）許可申請

製 造 所 等 の 完 成 検 査 申 請

完 成 検 査 前 検 査 申 請

危険物仮貯蔵、仮取扱承認申請

製 造 所 等 仮 使 用 承 認 申 請

予 防 規 程 認 可 申 請

危 険 物 保 安 監 督 者 選 解 任 届

危 険 物 施 設 譲 渡 引 渡 届

危 険 物 品 名 数 量 倍 数 変 更 届

危 険 物 施 設 用 途 廃 止 届

軽 微 な 変 更 届

資 料 提 出

合 計

３ 危険物製造所等の立入検査実施状況

（件）

令和 年 令和 年

製 造 所

屋 内 貯 蔵 所

屋 外 タ ン ク 貯 蔵 所

屋 内 タ ン ク 貯 蔵 所

地 下 タ ン ク 貯 蔵 所

簡 易 タ ン ク 貯 蔵 所

移 動 タ ン ク 貯 蔵 所

屋 外 貯 蔵 所

給 油 取 扱 所

販 売 取 扱 所

移 送 取 扱 所

一 般 取 扱 所

合 計
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種別 年 

年 
種別 

【防火管理】

１ 防火管理講習

人

科 目
講習修了者

種 別 令和 年 令和 年

甲種防火管理資格取得講習

新規講習

再 講 習

乙種防火管理資格取得講習

※ 防火管理資格取得講習（ 昭和 年～令和 年 ）

・実施延べ回数 回

・講習修了延べ人数 人

（新規講習： 人 再講習： 人 乙種： 人）

※ 再講習は平成 年から実施

※ 新規講習、乙種講習は令和 年から（一財）日本防火・防災協会が市内会場で実施

している。

２ 防火対象物定期点検報告制度の実施状況

「防火対象物定期点検報告制度」は、平成 年 月にスタートしました。

この制度に該当する防火対象物の管理権原者は、防火対象物点検資格者に防火管理上必要な業

務等について点検させ、その結果を消防機関に報告することが義務付けられました。

点検報告の結果、基準に適合しているものは「防火基準点検済証」（図 ）を、特に消防法令の

遵守状況が 年間以上優良な場合は特例認定が認められ、点検及び報告の義務を 年間免除し「防

火優良認定証」（図 ）を表示することができる制度です。

関係者の防火意識の高揚を図り、当該制度に対する理解を得るよう努めています。

  

防火基準点検済証（図 ） 防火優良認定証（図 ）
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令和 年（件）

消防法施行令別表区分

（特定用途）

該当対象物

総 数 特 例

認定数

第 号該当対象物数 第 号該当対象物数

該当要件①）
特例

認定数
該当要件②

特例

認定数

イ 劇 場 ・ 映 画 館 等

ロ 公 会 堂 ・ 集 会 場

ロ 遊 技 場 等

ロ 飲 食 店

百 貨 店 ・ 店 舗 等

イ 旅 館 ・ ホ テ ル 等

イ 病 院 ・ 診 療 所 等

ロ 老人短期入所施設等

ハ 老人ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ等

ニ 幼稚園・特別支援学校

イ 複 合 用 途

合 計

該当要件 特定用途防火対象物（不特定多数の人が利用する対象物）で、次のいずれかに該当

する防火対象物

① 収容人員が 人以上の対象物

② 収容人員が 人以上 人未満で、特定１階段等防火対象物

特定 階段等防火対象物とは、地階又は 階以上の階に特定用途があり、当該階から地上へ

避難する階段が の対象物 屋外階段等がある場合を除く
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【火災予防】

１ 火災予防条例等に基づく各種届出の状況

消防法、日立市火災予防条例等の関係法令に基づく、各種届出により、防火対象物等の使用

状況を把握します。

また、防火に関する専門的立場から、届出内容の確認や消防設備の設置状況を事前に審査・

指導することによって、火災などの災害から市民の生命・身体・財産を守ります。

（件）

区 分

種 別

令和 年 令和

年本部 日立署 多賀署 南部署 北部署 合計

防 火 対 象 物 使 用 開 始 届

消 防 計 画 届

催 物 開 催 届

露 店 等 の 開 設 届

水素ガスを充てんする気球の届

煙 火 打 ち 上 げ 届

道 路 工 事 届

水 道 の 断 減 水 届

揚 煙 届

炉 ・ ボ イ ラ ー 等 の 設 置 届

指 定 数 量 未 満 の 危 険 物 貯 蔵 届

圧縮アセチレンガス等貯蔵取扱届

指 定 可 燃 物 貯 蔵 取 扱 届

発電・変電・蓄電池設備設置届

防 火 管 理 者 選 解 任 届

喫 煙 、 裸 火 等 使 用 承 認 申 請

改 装 工 事 届

乾 燥 設 備 ・ サ ウ ナ 設 備 設 置 届

核燃料物質等 運搬含む の貯蔵取扱届

消 防 用 設 備 等 点 検 結 果 報 告

合 計
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２ 消防法第 条及び火災予防条例に基づく予防指導

空家、枯草への放火やたばこの投げ捨てなどによる出火防止を図るため、継続して調査及び

関係者に対する指導を行っています。

空家調査

令和 年 月 日現在（件）

区 分

署 別
対象件数 指導率（％）

管理良好 管理指導

日 立 署

多 賀 署

南 部 署

北 部 署

合 計

枯草調査

令和 年 月 日現在（件）

区 分

署 別
対象件数 指導率（％）

管理良好 管理指導

日 立 署

多 賀 署

南 部 署

北 部 署

合 計

３ 放射性物質等の貯蔵、取扱施設への防火指導

放射性物質等を貯蔵、取り扱う事業所等は、火災などの災害が発生した場合又は発生が予想

される場合には、地域住民や消防隊に大きな危険が及ぶことが予想されるため、消防機関に通

報することが義務付けされ、また事前に品名、数量や貯蔵、取扱いに関する必要な事項につい

て届け出ることになっています。届出を受理したときには、定期的に立入検査を行い、実態の

把握に努めるとともに、適正な維持管理に努めるよう指導しています。

放射性物質等貯蔵取扱事業所数

令和 年 月 日現在（箇所）

種 別 事 業 所 数

火 薬 類 貯 蔵 所

放 射 性 物 質 等 貯 蔵 所 、 取 扱 所

毒 物 ・ 劇 物 貯 蔵 所 、 取 扱 所

72 



73

２ 消防法第 条及び火災予防条例に基づく予防指導

空家、枯草への放火やたばこの投げ捨てなどによる出火防止を図るため、継続して調査及び

関係者に対する指導を行っています。

空家調査

令和 年 月 日現在（件）

区 分

署 別
対象件数 指導率（％）

管理良好 管理指導

日 立 署

多 賀 署

南 部 署

北 部 署

合 計

枯草調査

令和 年 月 日現在（件）

区 分

署 別
対象件数 指導率（％）

管理良好 管理指導

日 立 署

多 賀 署

南 部 署

北 部 署

合 計

３ 放射性物質等の貯蔵、取扱施設への防火指導

放射性物質等を貯蔵、取り扱う事業所等は、火災などの災害が発生した場合又は発生が予想

される場合には、地域住民や消防隊に大きな危険が及ぶことが予想されるため、消防機関に通

報することが義務付けされ、また事前に品名、数量や貯蔵、取扱いに関する必要な事項につい

て届け出ることになっています。届出を受理したときには、定期的に立入検査を行い、実態の

把握に努めるとともに、適正な維持管理に努めるよう指導しています。

放射性物質等貯蔵取扱事業所数

令和 年 月 日現在（箇所）

種 別 事 業 所 数

火 薬 類 貯 蔵 所

放 射 性 物 質 等 貯 蔵 所 、 取 扱 所

毒 物 ・ 劇 物 貯 蔵 所 、 取 扱 所
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【防 災】 

１ 自主防災組織一覧 
自主防災組織とは、「自分たちの地域は自分たちで守る」という自覚、連帯感に基づき、自主的に結成

する組織であり、災害による被害を予防し、軽減するための組織です。市内の各学区・地区で の組織

が活動しています。

令和 年 月 日現在

№ 学区・地区名 団 体 名 結 成 年 月

十 王 十王地区コミュニティ推進会

豊 浦 豊浦学区まちづくり推進会

日 高 日高学区市民自治会

田 尻 田尻学区コミュニティ推進会

滑 川 滑川学区コミュニティ推進会

宮 田 宮田学区コミュニティ推進会

中 里 中里学区コミュニティ推進会

仲 町 仲町学区コミュニティ推進会

中小路 中小路学区コミュニティ推進会

助 川 助川学区コミュニティ推進会

会 瀬 会瀬学区コミュニティ推進会

成 沢 成沢学区コミュニティ推進会

油縄子 油縄子学区コミュニティ推進会

諏 訪 諏訪学区コミュニティ推進会

大久保 大久保学区コミュニティ推進会

河原子 河原子学区コミュニティ推進会

塙 山 塙山学区住みよいまちをつくる会

大 沼 大沼学区コミュニティ推進会

金 沢 金沢学区コミュニティ推進会

水 木 水木学区コミュニティ推進会

大みか 大みか学区コミュニティ推進会

久 慈 久慈学区コミュニティ推進会

坂 下 坂下地区コミュニティ推進会

 
 

75 



76

２ 自主防災訓練の実施状況  
令和 年

開催日 主 催 参加人数 場 所

月 日 日高学区市民自治会 日高交流センター・体育館

月 日 成沢学区コミュニティ推進会 成沢小学校

月 日 助川学区コミュニティ推進会 助川小学校

月 日 豊浦学区まちづくり推進会 豊浦小学校

月 日 滑川学区自主防災会 滑川市民広場

月 日 仲町学区コミュニティ推進会 仲町小学校

月 日 塙山学区住みよいまちをつくる会 塙山小学校・塙山交流センター

月 日 金沢学区コミュニティ推進会 金沢小学校

月 日 大沼学区コミュニティ推進会 大沼小学校第１グランド

月 日 久慈学区コミュニティ推進会 久慈中学校体育館

月 日 坂下地区コミュニティ推進会 坂本小学校

月 日 十王地区コミュニティ推進会 十王中学校

月 日 会瀬学区コミュニティ推進会 会瀬小学校

月 日 諏訪学区コミュニティ推進会 諏訪小学校

月 日 宮田学区コミュニティ推進会 宮田小学校

合 計

 
３ 幼少年女性防火クラブ 

令和 年 月 日現在

区 分 クラブ数 クラブ員数

幼年消防クラブ

少年消防クラブ

女性防火クラブ

合 計

 
 
 
 
 
 
 
 
 

駅前街頭広報
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（ ）幼年消防クラブ

令和 年 月 日現在

№ 団 体 名 クラブ員数 結成年月

学校法人小野学園 諏訪かおる幼稚園

日立市 くじ保育園

日立市 みずき保育園

日立市 おおくぼ保育園

学校法人中崎学園 認定こども園おぎつ幼稚園

日立市 かみちょう保育園

学校法人根本学園 三つ葉幼稚園

茨城キリスト教大学附属認定こども園 みらい園

茨城キリスト教大学附属認定こども園 せいじ園

社会福祉法人見真福祉会 滑川聖徳保育園

社会福祉法人聖徳福祉会 森山聖徳保育園

社会福祉法人聖徳福祉会 小木津聖徳保育園

日立市 おおもり保育園

日立市 ゆなご保育園

社会福祉法人秀心会 こどものいえ認定こども園

社会福祉法人愛孝会 いしまち認定こども園

社会福祉法人聖愛会 多賀さくら認定こども園

学校法人宮田学園 もみや幼稚園

合 計

（ ）少年消防クラブ

令和 年 月 日現在

№ 団 体 名 クラブ員数 結成年月

河原子少年消防クラブ 

合 計

 
少年消防クラブ研修会
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（ ）女性防火クラブ

令和 年 月 日現在 
№ 団 体 名 クラブ員数 結成年月

河原子旅館組合女性防火クラブ

日高学区女性防火クラブ

久慈大みか女性防火クラブ

弁天女性防火クラブ

坂下地区女性防火クラブ

城南女性防火クラブ

大みかコミュニティ女性防火クラブ

滑川地区女性防火クラブ

田尻学区女性防火クラブ

豊浦学区女性防火クラブ

久慈濱女性防火クラブ

十王地区女性防火クラブ

合 計

助川山防火啓発活動

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

防災研修会
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第６章

災 害 対 策

ＮＣＰＲ（新生児蘇生法）訓練

火災救助想定訓練

い

第６章

災 害 対 策

ＮＣＰＲ（新生児蘇生法）訓練

火災救助想定訓練

い
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【 装備及び対策 】

１ 消防機械等の配置

令和 年 月 日現在

署 別 機 械 種 別 年 式
総排気量

㏄
種 別

消 防 本 部

広 報 車 （総）

搬 送 車 （総）

訓練指導車 （総）

監 察 車 （警）

指 揮 隊 車 （警）

救急指導車 （警） 軽 救命講習用

団 本 部 車 （警）

原因調査車 （予）

危険物広報車（予）

査察指導車 予

防 災 号 （予） 防災協会寄贈

日立消防署

日立消防署

司 令 車

指 揮 車

救助工作車 Ⅲ型

化学消防ポンプ自動車 Ⅳ型

先端屈折梯子付消防自動車 級

消防ポンプ自動車 水槽付 級 Ⅱ型

消防ポンプ自動車 水槽付
級 Ⅰ型

高規格救急自動車 高規格型

高規格救急自動車（予備） 高規格型

消防ポンプ自動車（予備） 級 Ⅱ型

査察広報車 軽

情報収集二輪車 オフロードバイク

情報収集二輪車 オフロードバイク

情報収集二輪車 オフロードバイク

マイクロバス
定員 人

車イス 台含む

田沢出張所

消防ポンプ自動車 水槽付
級 Ⅱ型

高規格救急自動車 高規格型

査察広報車 軽

西部機関員派出所 高規格救急自動車 高規格型
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署 別 機 械 種 別 年 式
総排気量

㏄
種 別

多賀消防署

指 揮 車

救 助 車

多機能型ポンプ車水槽付
級 Ⅱ型

消防ポンプ自動車 級 Ⅰ型

梯子付消防自動車 級

高規格救急自動車 高規格型

高規格救急自動車 高規格型

情報収集二輪車 オフロードバイク

情報収集二輪車 オフロードバイク

査察広報車 軽 防災協会寄贈

南部消防署

指 揮 車

水槽付消防ポンプ自動車
級水 型

消防ポンプ自動車 水槽付
級 Ⅰ型

化学消防ポンプ自動車 Ⅳ型 搭載

屈折梯子付消防自動車 級

津波・大規模風水害対策車 総務省無償使用車

水陸両用車 総務省無償使用車

高規格救急自動車 高規格型

高規格救急自動車 高規格型

資機材搬送車 ｔクレーン付

水難救助車

救 助 艇

査察広報車 軽

査察広報車 軽

北部消防署

北部消防署

指 揮 車

消防ポンプ自動車 級 Ⅱ型

高規格救急自動車 高規格型

査察広報車

十王出張所

消防ポンプ自動車 水槽付 級 Ⅰ型

高規格救急自動車 高規格型

査察広報車 軽
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署 別 機 械 種 別 年 式
総排気量

㏄
種 別

多賀消防署

指 揮 車

救 助 車

多機能型ポンプ車水槽付
級 Ⅱ型

消防ポンプ自動車 級 Ⅰ型

梯子付消防自動車 級

高規格救急自動車 高規格型

高規格救急自動車 高規格型

情報収集二輪車 オフロードバイク

情報収集二輪車 オフロードバイク

査察広報車 軽 防災協会寄贈

南部消防署

指 揮 車

水槽付消防ポンプ自動車
級水 型

消防ポンプ自動車 水槽付
級 Ⅰ型

化学消防ポンプ自動車 Ⅳ型 搭載

屈折梯子付消防自動車 級

津波・大規模風水害対策車 総務省無償使用車

水陸両用車 総務省無償使用車

高規格救急自動車 高規格型

高規格救急自動車 高規格型

資機材搬送車 ｔクレーン付

水難救助車

救 助 艇

査察広報車 軽

査察広報車 軽

北部消防署

北部消防署

指 揮 車

消防ポンプ自動車 級 Ⅱ型

高規格救急自動車 高規格型

査察広報車

十王出張所

消防ポンプ自動車 水槽付 級 Ⅰ型

高規格救急自動車 高規格型

査察広報車 軽
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指揮隊車

高規格救急自動車をベースに製作した指揮隊車の看板文字は「再帰性に富んだ反射材」を採用し、現場

活動時の視認性を高め、夜間に活動する隊員の安全管理及び二次災害防止を図ります。

また、災害時映像伝送システムを搭載し、現場の状況が映像により消防本部で確認することができ、的

確な情報を共有することで、部隊編成等、より迅速な対応が可能です。

【主要諸元】

シ ャ シ
トヨタ ハイメディック 

－

乗 車 定 員 人

車 両 重 量 （総重量 ）

全 長 総 排 気 量

全 幅 エ ン ジ ン 型 式 水冷直列 気筒 寒冷地仕様

全 高 駆 動 方 式 輪駆動

ホイールベース 最 高 出 力

【主な装備・積載品】

災 害 時 映 像 伝 送 シ ス テ ム 映 像 記 録 装 置 ス ト レ ッ チ ャ ー 型 現 場 指 揮 台

液 晶 テ レ ビ ・ 液 晶 モ ニ タ ー 複 合 型 カ ラ ー プ リ ン タ ー （ ）バルーンライト・電光掲示板

パ ソ コ ン ビ デ オ カ メ ラ ・ デ ジ タ ル カ メ ラ 無 人 航 空 機

【その他の装備】

オ ー ト ア イ ド ル ア ッ プ 機 能 ド ラ イ ブ レ コ ー ダ ー 室 内 灯 （ 調 光 機 能 付 ） 

イージークローザー（スライド・バック） 電 流 計 ・ 電 圧 計 大 型 換 気 扇 

カ ー ナ ビ ゲ ー シ ョ ン シ ス テ ム ・ 出力コンセント 再 帰 性 反 射 材 
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消防ポンプ自動車 水槽付 ＣＤ－Ⅰ型（ＣＡＦＳ仕様）

【主要諸元】

シ ャ シ トヨタ ‐ 最 高 出 力

全 長 車 体 形 状 オール手動式アルミシャッター

全 幅 照 明 灯 照明灯 式 側面後面 照明灯 式

全 高 多目的表示液晶

デ ィ ス プ レ イ

ｅ モニタ操作 タッチパネル 自動揚水

ポンプ自動調圧機能（ 段階）デジタル計表示乗 車 定 員 人

車 両 重 量 （総重量 ） ス ロ ッ ト ル 電子式スロットル（スロットル固定機能）

総 排 気 量 発泡切替機能 ウエット泡／ドライ泡 泡原液（クラス ）

エ ン ジ ン 型 式 水冷 サイクル直列 気筒ディーゼル 水 槽 ℓ

駆 動 方 式 輪駆動 最大泡吐出量 ℓ ／

【主な装備】

アシスト付電動ホースレイヤー 特 殊 管 鎗 訓 練 用 泡 消 火 薬 剤 ℓ 缶

油圧式ホースカー昇降装置 エ コ フ ァ イ タ ー ㎜ ク ラ ス 消 火 薬 剤 ℓ 缶

空 気 呼 吸 器 エ ン ジ ン カ ッ タ ー ド ラ イ ブ レ コ ー ダ ー

三 連 梯 子 チ ェ ー ン ソ ー バ ッ ク ア イ カ メ ラ

可 搬 式 投 光 器 ラ イ ト ア ッ プ コ ー ン カ ー ナ ビ ゲ ー シ ョ ン
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消防ポンプ自動車 水槽付 ＣＤ－Ⅰ型（ＣＡＦＳ仕様）

【主要諸元】

シ ャ シ トヨタ ‐ 最 高 出 力

全 長 車 体 形 状 オール手動式アルミシャッター

全 幅 照 明 灯 照明灯 式 側面後面 照明灯 式

全 高 多目的表示液晶

デ ィ ス プ レ イ

ｅ モニタ操作 タッチパネル 自動揚水

ポンプ自動調圧機能（ 段階）デジタル計表示乗 車 定 員 人

車 両 重 量 （総重量 ） ス ロ ッ ト ル 電子式スロットル（スロットル固定機能）

総 排 気 量 発泡切替機能 ウエット泡／ドライ泡 泡原液（クラス ）

エ ン ジ ン 型 式 水冷 サイクル直列 気筒ディーゼル 水 槽 ℓ

駆 動 方 式 輪駆動 最大泡吐出量 ℓ ／

【主な装備】

アシスト付電動ホースレイヤー 特 殊 管 鎗 訓 練 用 泡 消 火 薬 剤 ℓ 缶

油圧式ホースカー昇降装置 エ コ フ ァ イ タ ー ㎜ ク ラ ス 消 火 薬 剤 ℓ 缶

空 気 呼 吸 器 エ ン ジ ン カ ッ タ ー ド ラ イ ブ レ コ ー ダ ー

三 連 梯 子 チ ェ ー ン ソ ー バ ッ ク ア イ カ メ ラ

可 搬 式 投 光 器 ラ イ ト ア ッ プ コ ー ン カ ー ナ ビ ゲ ー シ ョ ン
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高規格救急自動車

【主要諸元】

シ ャ シ 
トヨタ ハイメディック

‐

乗 車 定 員 人

車 両 重 量 （総重量 ）

全 長 総 排 気 量

全 幅 エ ン ジ ン 型 式 水冷直列 気筒

全 高 駆 動 方 式 輪駆動

ホイールベース 最 高 出 力

【主な装備・積載品】

防 振 ベ ッ ド 自 動 体 外 式 除 細 動 器 吸 引 器

メ イ ン ス ト レ ッ チ ャ ー 人 工 呼 吸 器 冷 温 蔵 庫

サ ブ ス ト レ ッ チ ャ ー 心 電 図 モ ニ タ ー レ ス キ ュ ー ツ ー ル セ ッ ト

【その他の装備】 
オ ー ト ア イ ド ル ア ッ プ 機 能 ド ラ イ ブ レ コ ー ダ ー 室 内 灯 （ 調 光 機 能 付 ）

イージークローザー（スライド・バック） 電 流 計 ・ 電 圧 計 大 型 換 気 扇

カ ー ナ ビ ゲ ー シ ョ ン シ ス テ ム ・ 出 力 コ ン セ ン ト 再 帰 性 反 射 材

85 



86

水槽付消防ポンプ自動車Ｉ－Ｂ型（ＣＡＦＳ仕様）

【主要諸元】

シ ャ シ 日野 ‐ 搭 載 圧縮空気泡消火装置（ミラクル ）

全 長 コンプレッサー オイル循環式ロータリースクリュー型

全 幅 原液混合装置 電子式比例混合式（液晶ディスプレイ）

全 高 
多目的表示液晶

デ ィ ス プ レ イ

ｅ モニタ操作 タッチパネル 自動揚水

ポンプ自動調圧機能（ 段階）デジタル計表示

乗 車 定 員 人 発泡切替機能 ウエット泡／ドライ泡 泡原液（クラス ）

車 両 重 量 （総重量 ） ス ロ ッ ト ル 電子式スロットル（スロットル固定機能）

総 排 気 量 車 体 形 状 オール手動式アルミシャッター

エ ン ジ ン 型 式 水冷 サイクル直列 気筒ディーゼル 照 明 灯 照明灯 式 側面後面 照明灯 式

駆 動 方 式 輪駆動（ 速オートトランスミッション） 水 槽 ℓ

最 高 出 力 最大泡吐出量 ℓ ／

【主な装備】

アシスト付電動ホースレイヤー タ イ タ ン ス プ リ ッ ト 担 架 デ ィ ス ク ス ト レ ー ナ ー

呼 吸 器 埋 め 込 み シ ー ト エ ン ジ ン カ ッ タ ー 油 圧 式 ホ ー ス カ ー 昇 降 装 置

空 気 呼 吸 器 チ ェ ー ン ソ ー 訓 練 用 泡 消 火 薬 剤 ℓ 缶

安 全 装 置 付 三 連 梯 子 自 立 式 投 光 器 ク ラ ス 消 火 薬 剤 ℓ 缶

可 搬 式 投 光 器 ラ イ ト ア ッ プ コ ー ン ド ラ イ ブ レ コ ー ダ ー

ｅドローリックスプレッダー エ コ フ ァ イ タ ー ㎜ バ ッ ク ア イ カ メ ラ

ｅ ド ロ ー リ ッ ク カ ッ タ ー 特 殊 管 鎗 カ ー ナ ビ ゲ ー シ ョ ン
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水槽付消防ポンプ自動車Ｉ－Ｂ型（ＣＡＦＳ仕様）

【主要諸元】

シ ャ シ 日野 ‐ 搭 載 圧縮空気泡消火装置（ミラクル ）

全 長 コンプレッサー オイル循環式ロータリースクリュー型

全 幅 原液混合装置 電子式比例混合式（液晶ディスプレイ）

全 高 
多目的表示液晶

デ ィ ス プ レ イ

ｅ モニタ操作 タッチパネル 自動揚水

ポンプ自動調圧機能（ 段階）デジタル計表示

乗 車 定 員 人 発泡切替機能 ウエット泡／ドライ泡 泡原液（クラス ）

車 両 重 量 （総重量 ） ス ロ ッ ト ル 電子式スロットル（スロットル固定機能）

総 排 気 量 車 体 形 状 オール手動式アルミシャッター

エ ン ジ ン 型 式 水冷 サイクル直列 気筒ディーゼル 照 明 灯 照明灯 式 側面後面 照明灯 式

駆 動 方 式 輪駆動（ 速オートトランスミッション） 水 槽 ℓ

最 高 出 力 最大泡吐出量 ℓ ／

【主な装備】

アシスト付電動ホースレイヤー タ イ タ ン ス プ リ ッ ト 担 架 デ ィ ス ク ス ト レ ー ナ ー

呼 吸 器 埋 め 込 み シ ー ト エ ン ジ ン カ ッ タ ー 油 圧 式 ホ ー ス カ ー 昇 降 装 置

空 気 呼 吸 器 チ ェ ー ン ソ ー 訓 練 用 泡 消 火 薬 剤 ℓ 缶

安 全 装 置 付 三 連 梯 子 自 立 式 投 光 器 ク ラ ス 消 火 薬 剤 ℓ 缶

可 搬 式 投 光 器 ラ イ ト ア ッ プ コ ー ン ド ラ イ ブ レ コ ー ダ ー

ｅドローリックスプレッダー エ コ フ ァ イ タ ー ㎜ バ ッ ク ア イ カ メ ラ

ｅ ド ロ ー リ ッ ク カ ッ タ ー 特 殊 管 鎗 カ ー ナ ビ ゲ ー シ ョ ン
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先端屈折梯子付消防自動車

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
【主要諸元】

シ ャ シ はしご車専用 ‐ は し ご 連 数 連

全 長 全 短 縮 約

全 幅 全 伸 長 約

全 高 起 伏 角 度 － °～ °

乗 車 定 員 人 最 大 地 上 高 約

車 両 重 量 （総重量 ） 最 大 許 容 範 囲 約

総 排 気 量 屈 折 部 は し ご 長 さ

エ ン ジ ン 出 力 バスケット許容積載質量

駆 動 方 式 × （ 速オートトランスミッション） リ フ タ 許 容 積 載 質 量

【主な装備】

バ ス ケ ッ ト サ ー チ ラ イ ト バ ッ ク ア イ カ メ ラ 救 助 用 誘 導 ワ イ ヤ ー

自 動 噴 霧 装 置 自 立 式 投 光 器 救 助 用 送 風 機

バ ス ケ ッ ト 装 置 カ ー ナ ビ ゲ ー シ ョ ン 熱 画 像 直 視 装 置

は し ご 先 端 表 示 灯 バ ス ケ ッ ト 担 架 携 帯 拡 声 器 （ 防 水 型 ）

放 水 銃 救 助 用 縛 帯 可 搬 式 ウ イ ン チ

放 水 銃 用 泡 ノ ズ ル 耐 電 装 備 活 線 警 報 機

通話装置（インターホン） レ ー ザ ー 距 離 計 反 射 式 合 図 等

ド ラ イ ブ レ コ ー ダ ー 携 帯 警 報 器 携 帯 ラ イ ト

シ ン ク ロ ス ガ ス 検 知 器 記 録 用 デ ジ タ ル カ メ ラ

空 気 呼 吸 器 油 圧 救 助 資 機 材 ビ デ オ カ メ ラ 一 式
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化学消防ポンプ自動車（ＣＡＦＳ仕様）

【主要諸元】

シ ャ シ 日野 搭 載 圧縮空気泡消火装置（ミラクル ）

全 長 コンプレッサ オイル循環式ロータリースクリュー型

全 幅 原液混合装置 電子式比例混合式（液晶ディスプレー）

全 高
多目的表示液晶

モ ニ タ

ｅ－モニタ操作 タッチパネル 自動揚水

ポンプ自動調圧機能（ 段階）デジタル計表示

乗車定員 人 発泡切替機能 （ クラス） （ クラス）

車両重量 （総重量 ） ス ロ ッ ト ル 電子式スロットル（安全ロック機能付）

総排気量 車 体 形 状 オール手動式アルミシャッター

エンジン型式 水冷 サイクル直列 気筒ディーゼル 照 明 灯 車両前後 灯 基 側面 作業灯

駆動方式 × （ 速オートトランスミッション） 放 水 銃 上部 基搭載（クロスファイヤー）

薬 液 槽 ℓ 水 槽 ℓ

【主な装備】

耐 熱 服 エ ン ジ ン カ ッ タ ー 自 衛 噴 霧 装 置

ボ ス ト ロ ム シ ー ト ラ イ ト ア ッ プ コ ー ン デ ィ ス ク ス ト レ ー ナ ー

化 学 防 護 服 試 験 器 泡 ノ ズ ル ア タ ッ チ メ ン ト 分 岐 管 ・ 集 水 管

空 気 呼 吸 器 携 帯 警 報 器 油 圧 式 ホ ー ス カ ー 昇 降 装 置

化 学 防 護 服 （ 陽 圧 式 ） 特 殊 管 鎗 訓 練 用 泡 消 火 薬 剤 ℓ

化 学 防 護 服 （ 外 装 型 ） ド ラ イ ブ レ コ ー ダ ー ク ラ ス 泡 消 火 薬 剤 ℓ

ス プ レ ッ ダ ー 自 立 式 Ｌ Ｅ Ｄ 投 光 器 ク ラ ス 泡 消 火 薬 剤 ℓ

コ ン ビ ツ ー ル ガ ス 検 知 器 発 泡 筒 先
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化学消防ポンプ自動車（ＣＡＦＳ仕様）

【主要諸元】

シ ャ シ 日野 搭 載 圧縮空気泡消火装置（ミラクル ）

全 長 コンプレッサ オイル循環式ロータリースクリュー型

全 幅 原液混合装置 電子式比例混合式（液晶ディスプレー）

全 高
多目的表示液晶

モ ニ タ

ｅ－モニタ操作 タッチパネル 自動揚水

ポンプ自動調圧機能（ 段階）デジタル計表示

乗車定員 人 発泡切替機能 （ クラス） （ クラス）

車両重量 （総重量 ） ス ロ ッ ト ル 電子式スロットル（安全ロック機能付）

総排気量 車 体 形 状 オール手動式アルミシャッター

エンジン型式 水冷 サイクル直列 気筒ディーゼル 照 明 灯 車両前後 灯 基 側面 作業灯

駆動方式 × （ 速オートトランスミッション） 放 水 銃 上部 基搭載（クロスファイヤー）

薬 液 槽 ℓ 水 槽 ℓ

【主な装備】

耐 熱 服 エ ン ジ ン カ ッ タ ー 自 衛 噴 霧 装 置

ボ ス ト ロ ム シ ー ト ラ イ ト ア ッ プ コ ー ン デ ィ ス ク ス ト レ ー ナ ー

化 学 防 護 服 試 験 器 泡 ノ ズ ル ア タ ッ チ メ ン ト 分 岐 管 ・ 集 水 管

空 気 呼 吸 器 携 帯 警 報 器 油 圧 式 ホ ー ス カ ー 昇 降 装 置

化 学 防 護 服 （ 陽 圧 式 ） 特 殊 管 鎗 訓 練 用 泡 消 火 薬 剤 ℓ

化 学 防 護 服 （ 外 装 型 ） ド ラ イ ブ レ コ ー ダ ー ク ラ ス 泡 消 火 薬 剤 ℓ

ス プ レ ッ ダ ー 自 立 式 Ｌ Ｅ Ｄ 投 光 器 ク ラ ス 泡 消 火 薬 剤 ℓ

コ ン ビ ツ ー ル ガ ス 検 知 器 発 泡 筒 先
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救助工作車Ⅲ型

 
 
 

 
 

 
 

【主要諸元】

【主な装備】

◎ 高度救助用資機材 安全帯 送排風機

品 名 数 防塵メガネ、防塵マスク 耐電衣

画像探索機 Ⅰ型 携帯警報器 耐電ズボン

画像探索機 Ⅱ型 防毒マスク 式 耐電長靴

地中音響探知機 投光器 式 耐電手袋

熱画像直視装置 携帯用投光器 防毒衣

夜間用暗視装置 携帯拡声器 発電機

地震警報器 ＭＰＤ 緩降機

◎ 主な救助用資機材

降下機 ロープ登降器

応急処置用セット 式 救助用支柱器具 式

かぎ付はしご 携帯救助工具 チェーンブロック

三連はしご 化学防護服 電動式油圧切断機 式

ワイヤーはしご 耐熱服 救助用降下機

空気式救助マット 放射線防護服 線量計含む ワイヤーロープ 式

救命索発射銃 流水救助器具 式 ロープ 式

救助用縛帯 救命胴衣 カラビナ 式

平担架 水難用担架 滑車 式

油圧ジャッキ バスケット担架 式 フレーム式拡張テント

油圧スプレッダー 車両移動器具 折りたたみリアカー

可搬ウィンチ マット式空気ジャッキ 冷暖房機

マンホール救助器具 大型油圧スプレッダー ポータブルナビ

油圧切断機 式 空気鋸 折りたたみ自転車

エンジンカッター 大型油圧切断機 テープスリング 式

ガス溶断機 空気式切断機 デイジーチェーン

チェーンソー 削岩機 ウェービング 式

鉄線カッター ハンマードリル キッド

万能斧 有毒ガス測定器 破片防護服

ハンマー 酸素濃度測定器 鉄器切断用チェーンソー

携帯用コンクリート破壊器具 式 放射線測定器 バルーンライト

可燃性ガス測定器 酸素呼吸器 防染剤散布器

空気呼吸器 酸素呼吸器用予備ボンベ カメラ

空気呼吸器用予備ボンベ 簡易呼吸器 双眼鏡

シャシ 日野 － 改  最高馬力 ／ ／

駆動方式 輪駆動 梯子昇降装置 手動式 
ホイルベース ㎜ ウィンチ ロツラードラムウインチ

全 長 ㎜ クレーン Ｕ ／ 段

全 幅 ㎜
照明装置 ㈱湘南工作所 －

ｗ× 灯式全 高 ㎜

乗車定員 人（前 ＋後 ） 高圧噴霧 
消火装置 

水タンク ℓ 泡消火剤 ℓ

高圧消火ホース フォグガン総 重 量 ㎜  
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水難救助車

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【主要諸元】

シ ャ シ トヨタ －
乗 車 定 員 人

車 両 重 量 （総重量 ）

全 長 総 排 気 量

全 幅 エ ン ジ ン 型 式 水冷直列 気筒

全 高 駆 動 方 式 輪駆動

ホイールベース 最 高 出 力

【主な装備・積載品】

レ ス キ ュ ー ボ ー ド 双眼鏡タイプレイザー距離測定器 か ぎ 付 き は し ご （ チ タ ン 製 ）

【その他の装備】

救命ボート積載用ルーフキャリア ド ラ イ ブ レ コ ー ダ ー 室 内 灯 （ 調 光 機 能 付 ）

牽 引 用 ヒ ッ チ メ ン バ ー 電 流 計 ・ 電 圧 計 ビ ニ ー ル レ イ ザ ー 加 工

カ ー ナ ビ ゲ ー シ ョ ン シ ス テ ム ・ 出力コンセント 再 帰 性 反 射 材
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救助車（多機能型ポンプ車水槽付）ＣＤ－Ⅱ型

【主要諸元】

シャシ 日野 ‐ 改 最高出力

駆動方式 輪駆動（ 速 トランスミッション） 梯子昇降装置 手動式

ホイルベース ウィンチ ラジコンウィンチ タフワイド

全長
多目的表示液晶

ディスプレイ

ｅ モニタ操作 タッチパネル 自動揚水

ポンプ自動調圧機能（ 段階）デジタル計表示

全幅 エンジン型式 水冷 サイクル直列 気筒ディーゼル

全高 スロットル 電子式スロットル（スロットル固定機能）

乗車定員 人（前 ＋後 ） 車体形状 オール手動式アルミシャッター

車両重量  （総重量 ） 照明灯 ナイトスキャンチーフ ×４灯

総排気量 水槽 ℓ

【主な装備・救助用資機材】

かぎ付はしご 低水位対応吸水装置 可搬ウィンチ

三連梯子 電動式ラムシリンダー(油圧ジャッキ) 削岩機

金属製ワイヤーはしご 電動式油圧スプレッダー マット型空気ジャッキ一式

電動ホースカー 電動式コンビツール 救命索発射装置

クアドラフォグノズル 電動式大型油圧スプレッダー マンホール救助器具

ボアテックスノズル 電動式大型油圧切断機 救助用縛帯

リレーコントロールバルブ 電動式油圧救助器具 登山器具一式

信号機付投光器（クロスバスター） 充電式エンジンカッター バスケット担架

照明器具一式 フラッシュボーイ 充電式チェーンソー 可燃性ガス測定器

熱画像直視装置 根切チェーンソー 送排風機（防爆ママ）

空気呼吸器 コンクリート・鉄筋切断用ﾁｪｰﾝｿｰ 耐電具一式
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２ 災害の出場体制 
消防隊の出場は災害状況に応じて出場区分を定め、あらかじめ指定された小隊が出場し、災害現

場において装備を最大限に活用して、効果的な消防活動を行っています。 
 
出場区分指定 

出場

区分

出 場 車 両
出 場 区 分

消防署 消防団

第 出場

・ポンプ車（ ～ 台）

・救助工作車（ 台）

・高規格救急自動車（ 台）

・ポンプ車 台 ◇覚知と同時

第 出場 ・ポンプ車（ 台）

・ポンプ車（ ～ 台）
◇現場最高指揮者からの要請又は

警防本部の状況判断による。
第 出場 ・ポンプ車（ 台）

特別出場
日立市消防本部警防規程運用基準要綱に基づく

各特別出場指定表による

◇高速道路火災・日立有料道路内火災

◇本山トンネル火災・油脂火災

◇高速道路救急・集団救急事故

◇ガス漏れ事故

特命出場
警防本部において、特定の消防小隊を編成し

出場させる場合又は災害活動隊を増強させる場合

◇火災 建物以外 ・特殊災害

◇自然災害・その他の災害・非火災等

◇情報収集二輪車 赤バイ

※ 火災警報発令及び出場強化発令時は、同時第 出場とする。

 

３ 警防活動の状況  
   （件）  

署別

区分
日立署 多賀署 南部署 北部署

令和 年 令和 年

合 計 合 計

火 災 出 場

救 助 出 場

自 然 災 害

危 険 排 除

緊急確認（偵察）

誤 報 ・ 悪 戯

特 別 警 戒

蜂 の 巣 除 去

そ の 他 出 場

合 計
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４ 中高層建築物対策 
市内に林立する中高層建築物に対して、火災等の発生時における警防活動の万全を図るため、

消防設備や特殊車両の活動に支障のないよう、架線の状況、消防隊の進入等について調査をす

るとともに、関係機関と協力して万全の対策を図っています。 
 
中高層建築物状況 令和 年 月 日現在（棟） 

階数

消防法施行令別表区分 Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ Ｆ
合計

イ 劇 場 ・ 映 画 館 等

ロ 公 会 堂 ・ 集 会 場 等

イ キ ャ バ レ ー 等

ロ 遊 技 場 等

ハ 性 風 俗 関 連 等

ニ カラオケボックス等

イ 待 合 ・ 料 理 店 等

ロ 飲 食 店

百 貨 店 ・ 店 舗 等

イ 旅 館 ・ ホ テ ル 等

ロ 共同住宅・寄宿舎等

イ 病 院 ・ 診 療 所 等

ロ 老人短期入所施設等

ハ 老人ﾃﾞｲｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ等

ニ 幼稚園・特別支援学校

学 校 等

図 書 館 ・ 博 物 館 等

イ 蒸気浴場・熱気浴場等

ロ イ 以 外 の 公 衆 浴 場

停 車 場 ・ 発 着 場

神 社 ・ 教 会 等

工 場 ・ 作 業 場 等

車 庫 ・ 駐 車 場 等

倉 庫

前各項以外の事業場

イ 複 合 用 途 （ 特 防 ）

ロ 複合用途（非特防）

文 化 財 等

ア ー ケ ー ド 等

合 計
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５ 茨城港日立港区オイルターミナルの油流出対策

本市消防本部では、油流出対策の本格化を図るため、昭和 年に火災予防条例を改正し、

港区内において消防法別表に掲げる第 類の危険物の荷揚げ作業を行う場合は、オイルフ

ェンスを展張して行うこととしています。

６ 消防水利

令和 年 月 日現在（箇所）

公設消火栓 公設防火水槽 合 計

７ 消防相互応援協定等締結状況

名 称
締 結

年 月 日
締 結 機 関

全

災

害

火

災

風

水

害

救

急

救

助

そ

の

他

消防の警察に対する援助協力協定 茨城県公安委員会 ○

日立市消防本部と那珂湊海上保安部と

の業務協定※
那珂湊海上保安部 ○ ○ ○

日立市地域防災計画に基づく災害時の

医療救護活動に関する協定

社団法人茨城県

日立市医師会
○ ○

茨城県高速自動車道における消防相互

応援協定

常磐自動車道

沿線市町村
○

茨城県広域消防相互応援協定 茨城県下全市町村 ○

隣接市町村との消防相互応援協定

常陸太田市

○高萩市

． ．
ひたちなか・東海

広域事務組合

災害時における相互応援協定
北茨城市

高萩市
○

災害時における相互応援協定 桐生市 ○

茨城県火災原因調査相互応援協定 茨城県 ○

感染症患者の移送に係る協定書 日立保健所 〇

茨城県県北地区ラピッドカーの運営に

関する協定書

高萩市、北茨城市、

常陸太田市、日立

総合病院

〇

※ 茨城海上保安部との業務協定を改訂
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【指令業務】

１ 消防無線通信施設状況

令和 年 月 日現在

消

防

本

部

風

神

山

石

尊

山

西

部

所

日

立

署

多

賀

署

南

部

署

北

部

署

合

計

基地局 ｗ

移動局

半固定

（卓上型）
ｗ

車載型 ｗ

携帯型 ｗ

合 計

２ 指令等の状況

△は減（回）

年

種 別
令和 年 令和 年 比較増減

火 災 警 報 発 令

出 場 強 化 発 令

消 防 体 制 強 化 発 令

災 害 出 場 等 指 令

通 信 訓 練

合 計

３ テレホンガイド問合せ状況

△は減（件）

医療機関案内
令和 年 令和 年 比較増減

△

95 

出 力 区 分 

施設別 
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４ 番受信状況

 
 

月別

種別
月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 月 合計

火災

（携帯）

（ＩＰ）

救急

（携帯）

（ＩＰ）

救助

（携帯）

（ＩＰ）

風水害

（携帯）

（ＩＰ）

その他通報

（携帯）

（ＩＰ）

問合せ

（携帯）

（ＩＰ）

虚報等

（携帯）

（ＩＰ）

通報訓練

（携帯）

（ＩＰ）

通報試験

（携帯）

（ＩＰ）

その他

（携帯）

（ＩＰ）

病院照会

（携帯）

（ＩＰ）

合計

（携帯）

（ＩＰ）
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日立市消防本部 住   所 Ｔ Ｅ Ｌ Ｆ Ａ Ｘ  Ｅ-ｍａｉｌ 

総務課 
317-0064 

日立市神峰町 2-4-1 

0294-24-0119 

050-5528-5166 
0294-22-0102 hfd-somu@city.hitachi.lg.jp 

警防課 〃 〃 〃 hfd-keibo@city.hitachi.lg.jp 

予防課 〃 〃 〃 hfd-yobo@city.hitachi.lg.jp 

日立消防署 〃 〃 0294-22-0103 hfd-hitachi@city.hitachi.lg.jp 

田沢出張所 
317-0051 

日立市滑川本町 5-13-20 

0294-27-0119 

050-5528-4905 
0294-24-3009 hfd-tazawa@city.hitachi.lg.jp 

西部機関員派出所 
311-0403 

日立市東河内町 1947-4 

0294-59-0119 

050-8012-4092 
0294-59-0013 hfd-hitachi@city.hitachi.lg.jp 

多賀消防署 
316-0006 

日立市末広町 1-1-3 

0294-34-0119 

050-5528-4907 
0294-34-6655 hfd-taga@city.hitachi.lg.jp 

南部消防署 
319-1221 

日立市大みか町 6-20-5 

0294-53-0119 

050-5528-4909 
0294-53-6725 hfd-nanbu@city.hitachi.lg.jp 

北部消防署 
319-1414 

日立市日高町 3-22-15 

0294-43-0119 

050-5528-5198 
0294-42-6228 hfd-hokubu@city.hitachi.lg.jp 

十王出張所 
319-1304 

日立市十王町友部 1590 

0294-39-0119 

050-5528-5196 
0294-39-6160 hfd-juo@city.hitachi.lg.jp 

    

災害通報専用(FAX) 医療機関案内 災害情報テレフォンサービス 

22-0119 22-4199 23-1166 
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